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●
1
月

11
日
･
韓
国
慶き
ょ
ん
じ
ゅ州
市
東と
ん
ち
ょ
ん川
初
等
学
校
国
際
交

流
体
験
学
習
使
節
団
来
訪（
〜
13
日
）

16
日
･
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
が
平
成
23
年
度
地

域
創
造
大
賞（
総
務
大
臣
賞
）受
賞

25
日
･
豊
岡
版
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
モ
デ
ル
プ

ラ
ン
策
定

●
2
月

1
日
･
空
港
周
辺
里
山
ふ
れ
あ
い
の
森
構

想
策
定

2
日
･
豊
岡
市
豪
雪
災
害
警
戒
本
部
設
置

（
〜
3
月
5
日
）

　
　

･
市
役
所
現
本
庁
舎
曳ひ
き
ぞ初
め
式
、曳

家
移
転
見
学
会（
〜
7
日
）

3
日
･
神
美
小
学
校
が
第
57
回
青
少
年
読

書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル「
読

書
感
想
文
推
進
大
賞
」受
賞

9
日
･
北
但
ご
み
処
理
施
設
安
全
祈
願
祭

27
日
･
J ジ
ャ
イ
カ

I
C
A
草
の
根
技
術
協
力
事
業「
環

境
教
育
及
び
環
境
創
造
型
農
業
普
及

事
業
」中
国
研
修
団
来
訪（
〜
28
日
）

●
3
月

1
日
･
市
道「
立
野
大
磯
線
」全
線
開
通

　
　

･
コ
ー
プ
こ
う
べ
と「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
に
係
る
協
定
」締
結

　
　

･
第
2
次
豊
岡
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
策
定

16
日
･
豊
岡
市
農
業
振
興
戦
略
策
定

17
日
･
豊
岡
駅
前
広
場
竣
工

18
日
･
城
崎
こ
ど
も
園
竣
工

23
日
･
但
馬
国
分
寺
跡
保
存
管
理
計
画・整

備
基
本
計
画
策
定

28
日
･
豊
岡
市
老
人
福
祉
計
画
・
第
5
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

　
　

･
豊
岡
市
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画

策
定

29
日
･
シ
ル
ク
温
泉
に
電
気
自
動
車
充
電

ス
タ
ン
ド
設
置

31
日
･
竹
野
認
定
こ
ど
も
園
竣
工　
　

　
　

･
豊
岡
市
地
域
福
祉
計
画
策
定

　
　

･
豊
岡
市
障
害
者
福
祉
計
画
策
定

●
4
月

1
日
･
豊
岡
市
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く

り
構
想
策
定

　
　

･
市
津
波
避
難
場
所
指
定

　
　

･
市
道「
新
堂
内
川
線
」供
用
開
始

　
　

･
日
高
幼
稚
園
で
2
年
保
育
開
始

2
日
･
今
期
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な
誕

生
を
確
認

6
日
･
介
護
施
設
等
と「
災
害
時
に
お
け

る
福
祉
避
難
場
所
提
供
に
関
す
る

協
定
」締
結

7
日
･
小
野
地
区
防
災
拠
点
交
流
施
設
竣
工

8
日
･
こ
く
ふ
こ
ど
も
園
竣
工

11
日
･
市
政
懇
談
会（
〜
5
月
7
日
、11
月

14
〜
21
日
、市
内
6
地
域
）

14
日
･
コ
ウ
ノ
ト
リ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
幸
の

ト
リ
ン
グ
」お
披
露
目

19
日
･
ア
メ
リ
カ
シ
ア
ト
ル
市
ウ
ィ
ッ
ト

マ
ン
中
学
校
国
際
交
流
体
験
学
習

使
節
団
来
訪（
〜
24
日
）

27
日
･
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
Cコ
ッ
プ
O
P
10
決
テ
ン

議

文
Ⅹ

31
の
履
行
と
水
田
の
生
物

多
様
性
増
進
の
た
め
の
韓
・
日
自

▲NOMOベースボールクラブの本拠地を豊岡
市に移転決定

▲豊岡駅前広場竣工式

▲「円山川下流域・周辺水田」ラムサール条約湿
地登録決定

▲井上香織選手報告会・コウノトリ賞授与
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治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
参
加

（
韓
国
、〜
5
月
1
日
）　

●
5
月

15
日
･
国
内
初
の
野
外
第
3
世
代
の
コ
ウ

ノ
ト
リ（
ひ
な
）確
認

18
日
･
豊
岡
市
経
済
連
絡
会
議
発
足

19
日
･
北
但
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

26
日
･
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
八
鹿
日
高

道
路
・
日
高
豊
岡
南
道
路
起
工
式

30
日
･
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
2
参
加

31
日
･
N
ノ

モ

O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

本
拠
地
を
豊
岡
市
に
移
転
と
発
表

●
6
月

2
日
･
植
村
直
己
冒
険
賞
授
賞
式
・
記
念

講
演
会

3
日
･
日
曜
納
税
相
談
・
納
付
窓
口
開
設

4
日
･
株
式
会
社
但
馬
銀
行
と「
経
済
活

性
化
に
関
す
る
連
携
協
定
」締
結

13
日
･
国
土
交
通
省
と「
災
害
時
等
の
応
援

に
関
す
る
申
合
せ
」締
結

16
日
･
八
代
排
水
機
場
新
設
工
事
竣
工

19
日
･
五
荘
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工

20
日
･
出
石
幼
稚
園
プ
ー
ル
竣
工

24
日
･
国
立
台
湾
大
学
視
察
来
訪（
〜
30
日
）

26
日
･
第
3
次
外
国
人
漁
業
研
修
生
修
了

証
授
与
式

27
日
･
い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
条
例
制
定

　
　

･
韓
国
教
員
大
学
コ
ウ
ノ
ト
リ
復
元

研
究
所
長
等
来
訪（
〜
29
日
）

28
日
･
国
際
協
力
機
構
教
育
行
政
官
来

訪（
〜
29
日
）

4
日
･
宇
宙
教
育
事
業「
ス
ペ
ー
ス
キ
ッ

ズ
」実
施（
〜
5
日
）

7
日
･
宮
城
県
遠
田
郡
美
里
町
と「
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」締
結

9
日
･
世
界
一
田た

め
に
な
る
学
校
2
0
1
2

in　

東
京
大
学
！

18
日
･
京
都
府
宇
治
市
へ
災
害
復
旧
支
援

の
職
員
派
遣（
〜
24
日
）

19
日
･
生
誕
1
0
0
年
記
念　

東
井
義
雄

教
育
塾「
講
演
会
」

24
日
･
福
島
県
立
い
わ
き
総
合
高
等
学
校

演
劇
部
豊
岡
公
演（
〜
26
日
）

26
日
･
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

31
日
･
豊
岡
市
景
観
計
画
策
定

　
　

･
小
惑
星「
神
鍋
」の
命
名
決
定

●
9
月

2
日
･
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ

ル
お
め
で
と
う
！
井
上
香
織
選
手

報
告
会（
コ
ウ
ノ
ト
リ
賞
授
与
）

8
日
･
第
45
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

1
部
リ
ー
グ
第
7
節
豊
岡
大
会　

（
〜
9
日
）

27
日
･
豊
岡
市
議
会
基
本
条
例
制
定

　
　

･
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
改
定

29
日
･
第
21
回
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ

タ
豊
岡
大
会（
〜
30
日
）

●
10
月

1
日
･
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　

･
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
宮
城
県

本
吉
郡
南
三
陸
町
へ
職
員
長
期
派

遣（
〜
平
成
25
年
3
月
）

6
日
･
南
日
本
海
子
ど
も
ラ
ム
サ
ー
ル
湿

29
日
･
豊
岡
市
感
謝
状
贈
呈
式

●
7
月

3
日
･「
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
決
定

　
　

･
井
上
香
織
選
手
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
激
励
会

　
　

･
養
父
市
、朝
来
市
お
よ
び
香
美
町

と「
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す

る
協
定
」締
結
、豊
岡
市
定
住
自
立

圏
形
成
方
針
策
定

6
日
･
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
C
O
P
11
登
録

認
定
証
授
与
式
、サ
イ
ド
イ
ベ
ン

ト
等
参
加（
〜
12
日
、ル
ー
マ
ニ
ア
）

16
日
･
中
国
・
香
港
・
台
湾
で
文
字
商
標　

「
白ば
い

鸛が
ん

」取
得

17
日
･
南
極
昭
和
基
地
と
の
交
信
に
よ
る

南
極
授
業（
8
月
30
日
）

　
　

･
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク　

（
22
・
30
・
31
日
、8
月
3
・
8
日
）

18
日
･
豊
岡
エコ
ポ
イ
ン
ト
制
度
ス
タ
ー
ト

19
日
･
韓
国
高
陽
市
高
陽
環
境
運
動
連
合

が
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
学
習
・

環
境
体
験
来
訪（
〜
21
日
）

　
　

･
J
I
C
A「
人
と
ト
キ
が
共
生
で

き
る
地
域
環
境
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェク

ト
」中
国
研
修
団
来
訪（
〜
21
日
）

22
日
･
ラ
ム
サ
ー
ル
Wウ
ィ
ー
ク

E
E
K（
〜
29
日
）

25
日
･
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
2
0
1
2

（
東
京
都
）

28
日
･
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
フェス
テ
ィ
バ

ル
'12（
〜
29
日
）

●
8
月

地
交
流
会（
〜
7
日
）

8
日
･
と
よ
お
か
家
族
の
日

10
日
･
豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
開
始　

（
毎
月
第
2
水
曜
日
）

19
日
･
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事
業（
〜

21
日
、28
日
）

　
　

･
地
域
主
体
の
公
共
交
通
「
チ
ク
タ

ク
」予
約
シ
ス
テ
ム
試
験
導
入
開
始

27
日
･
生
誕
1
0
0
年　

森
田
子
龍
展　

（
〜
12
月
9
日
）

31
日
･
但
馬
信
用
金
庫
と「
環
境
経
済
に

関
す
る
連
携
協
定
」締
結

　
　

･
豊
岡
南・豊
岡
北
警
察
署
と「
暴
力

団
排
除
に
関
す
る
合
意
書
」締
結

　
　

･
竹
野
浜
潮
風
浴
歩あ
る

キ
ン
グ
コ
ー
ス

オ
ー
プ
ン

●
11
月

1
日･

J ジ
ャ
ル
A
L
×
兵
庫
・
但
馬
の
地
域
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「J

ジ
ャ
パ
ン

A
PA
N

　

  
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

RO
JECT

」実
施（
〜
30
日
）

5
日
･「
津
居
山
か
に
」白
色
タ
グ
贈
呈

9
日
･
姉
妹
都
市「
上
田
市
」を
訪
ね
る　

豊
岡
市
民
ツ
ア
ー（
〜
10
日
）

19
日
･
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
立

22
日
･
環
境
経
済
事
業
の
認
定

30
日
･
仲
田
光
成
記
念
第
12
回
豊
岡
全
国

か
な
書
展（
〜
12
月
2
日
）

●
12
月

2
日
･
被
災
地
支
援
ツ
ア
ー（
〜
4
日
）

16
日
･
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
山
宮
地
場
ソ
ー

ラ
ー（
第
1
期
）竣
工・市
民
見
学
会



市
政
の
動
き

　 

12
月
定
例
市
議
会
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

11
月
30
日
、
平
成
24
年
第
5
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
和
田
山

八
鹿
道
路
開
通
や
Ｊジ

Ａャ

Ｌル「J

ジ
ャ
パ
ン

A
PA
N

P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

R
O
JE
C
T

」に
よ
る
本
市
ア
ピ

ー
ル
な
ど
の
報
告
を
し
た
後
、
提

出
議
案
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
主
な
施
策
》

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
消
防
団
の
体
制

　

本
市
消
防
団
は
、
広
い
市
域
で

の
災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

将
来
に
わ
た
り
多
団
制
を
選
択
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
規
模
・
広
域
災
害
時

に
全
消
防
団
を
指
揮
統
制
す
る
連

合
消
防
団
長
を
置
き
ま
す
。

○
但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療

　

 

セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

豊
岡
病
院
組
合
は
、
豊
岡
病
院

本
館
に
隣
接
し
て
周
産
期
医
療
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

供
用
開
始
は
平
成
27
年
度
の
予
定

で
、
整
備
費
の
2
割
を
ハ
イ
リ
ス

ク
分
娩
に
関
す
る
も
の
と
し
て
但

馬
3
市
2
町
が
負
担
し
、
そ
れ
以

外
は
同
病
院
組
合
が
負
担
し
ま
す
。

○
公
立
豊
岡
病
院
組
合
分
賦
金

　

病
院
組
合
は
、
許
可
病
床
数
の

変
更
、
市
町
合
併
に
よ
る
構
成
団

体
の
減
少
な
ど
を
受
け
、
分
賦
金

対
象
経
費
の
整
理
、
構
成
市
分
担

金
に
新
た
に
均
等
割
を
導
入
す
る

な
ど
の
条
例
改
正
を
行
い
ま
す
。

○
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 

　

の
民
間
移
管

　

来
年
4
月
に
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
11
施
設
を
民
間
移
管

す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
の

廃
止
案
等
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

移
管
に
あ
た
っ
て
は
、
単
独
施

設
は
建
物
を
無
償
譲
渡
し
、
一
部

の
セ
ン
タ
ー
は
必
要
な
補
修
等
を

行
い
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

用
地
取
得
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
工

事
は
お
お
む
ね
順
調
で
す
。

　

組
合
の
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
の
改
定
に
よ
り
、
施
設
規
模

が
縮
減
さ
れ
、
整
備
事
業
費
は
約

17
億
円
の
節
減
と
な
り
ま
す
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　

環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

の
シ
ン
ボ
ル「
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ

ー
」が
12
月
16
日
に
竣
工
し
、
発

電
を
開
始
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
第
2
期
事
業
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
債
務
負
担
の
補

正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
カ
ネ
カ
か
ら

の
申
し
出
を
受
け
、
日
高
町
堀
の

市
遊
休
地
を
大
規
模
太
陽
光
発
電

事
業
用
地
と
し
て
貸
し
付
け
し
ま

す
。
21
年
間
で
、
市
の
土
地
賃
料

収
入
は
約
2
3
0
0
万
円
、
固
定

資
産
税
納
付
額
は
約
1
5
0
0
万

円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

○
竹た
か

貫ぬ
き

地
区
旧
分
譲
宅
地
の
活
用

　

宅
地
事
業
を
中
止
し
、
土
地
開

発
基
金
で
保
有
し
て
い
る
竹
貫
地

区
旧
分
譲
宅
地
を
、
大
規
模
太
陽

光
発
電
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

　

今
議
会
に
都
市
計
画
法
の
分
譲

宅
地
許
可
を
廃
止
す
る
た
め
の
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

　

豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
今

年
7
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、
事
業

所
か
ら
協
賛
・
賞
品
提
供
を
受
け
、

11
月
に
第
1
回
抽
選
会
を
行
い
、

4
7
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
、
35
事

業
者
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
新
神
鍋
高
原
温
泉
施
設
整
備

　
「
か
ん
な
べ
温
泉
美
肌
の
湯
ゆ

と
ろ
ぎ
」を
閉
館
し
、
道
の
駅「
神

鍋
高
原
」の
隣
接
地
に
一
体
的
に

運
営
管
理
で
き
る
新
温
泉
施
設
を

建
設
す
る
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
現
在
、
基
本
設
計
・
実
施

設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
施
設
は
平
成
26
年
度
営

業
開
始
予
定
で
す
。

○
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
を

活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
事
業

　

来
年
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
は
、
会
津
藩

士
の
娘
で
、
同
志
社
大
学
を
創
設

し
た
新に
い

島じ
ま　

襄じ
ょ
う

の
妻「
新
島
八
重
」

の
生
涯
を
描
い
た
作
品「
八
重
の

桜
」で
す
。
八
重
の
最
初
の
夫
は
、

出
石
藩
出
身
の「
川
崎
尚し
ょ
う

之の

助す
け

」で

す
。
11
月
に
、「
尚
之
助
」と
い
う

日
本
酒
が
発
売
さ
れ
、
12
月
に
は
、

川
崎
尚
之
助
を
題
材
と
し
た
書
籍

が
発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
は
、
こ
の
大
河
ド
ラ
マ
を
有

効
に
活
用
し
、
誘
客
促
進
や
情
報

発
信
な
ど
を
進
め
ま
す
。

○
環
境
経
済
事
業
の
推
進

　

環
境
経
済
認
定
制
度
を
9
月
に

新
設
し
、
35
事
業
を
認
定
し
ま
し

た
。
認
定
証
の
交
付
式
を
兼
ね
て
、

11
月
に
環
境
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。

○
日
高
地
域
の
用
途
地
域
等
の
指
定

　

日
高
地
域
の
Ｊ
Ｒ
江
原
駅
を
中

心
と
す
る
市
街
地
お
よ
び
そ
の
周

辺
部
に
つ
い
て
、
用
途
地
域
と
特

定
用
途
制
限
地
域
の
指
定
を
、
来

年
4
月
を
目
途
に
進
め
て
い
ま
す
。

○
除
雪
機
緊
急
整
備
事
業
補
助
金

　

区
が
生
活
道
路
等
の
除
雪
を
行

う
た
め
の
除
雪
機
を
購
入
す
る
際

に
、
1
台
に
つ
き
1
5
0
万
円
を

限
度
に
、
補
助
対
象
額
の
3
分
の

2
を
補
助
す
る
制
度
を
6
月
に
新

設
し
ま
し
た
。
予
想
以
上
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
補
助
金
増
額
の
補

正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
公
営
住
宅
を
活
用
し
た
定
住
促

　

進
事
業
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
有
効
活
用

　

但
東
町
の
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
・
中
山
向む
こ
う

町ま
ち

住
宅
5
戸
を
活
用

し
て
、
今
年
、
市
外
か
ら
の
移
住

希
望
者
を
受
け
入
れ
る
定
住
促
進
、

お
試
し
居
住
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

4
世
帯
が
入
居
、
1
世
帯
も
入
居

予
定
で
す
。
お
試
し
居
住
は
最
長

2
年
間
で
、
入
居
者
に
定
住
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
仕
事
や
一
般

住
宅
の
空
き
家
紹
介
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
公
営
住
宅
を
活
用
し
た

定
住
促
進
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
但
東
町
久
畑
の
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
を
N
P
O
法
人
の
障
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※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。

進
め
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
統
合

に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
授

業
や
西
気
小
学
校
児
童
の
通
学
訓

練
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

○
県
立
高
等
学
校
の
学
区
見
直
し

　

県
教
育
委
員
会
は
、
高
等
学
校

全
日
制
普
通
科
の
通
学
区
域
を
但

馬
地
域
1
学
区
と
し
、
連
携
校
以

外
の
受
け
入
れ
を
最
大
25
パ
ー
セ

ン
ト
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

但
馬
全
市
町
の
首
長
は
、
こ
れ

に
抗
議
し
、
適
切
な
対
応
を
す
る

よ
う
要
望
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

○
円
山
川
運
動
公
園
の
移
転

　

円
山
川
運
動
公
園
は
、
国
の
円

山
川
緊
急
治
水
対
策
の
一
環
で
遊

水
地
整
備
事
業
用
地
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

市
内
移
転
候
補
地
に
つ
い
て
整

備
費
等
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、

下
鶴
井
区
内
が
最
良
と
判
断
し
ま

し
た
。

○
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

の
所
有
権
移
転
登
記

　

出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

用
地
の
一
部
の
土
地
の
登
記
名
義

人
か
ら
所
有
権
の
主
張
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
該
土
地
は
、
旧
出
石
町
が
買

収
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
証
拠

書
類
が
見
当
た
ら
ず
、
未
登
記
状

態
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
や
む
な

く
時
効
取
得
を
原
因
と
す
る
所
有

権
移
転
登
記
手
続
き
を
求
め
て
、

訴
え
の
提
起
を
行
い
ま
す
。

○
Nノ

モ

O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

  

N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
が
、
来
年
1
月
に
市
内
で
活
動

を
開
始
し
ま
す
。
城
崎
大
会
議
館

の
球
団
事
務
所
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
の
工
事
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
納
品

な
ど
は
年
内
に
完
了
し
ま
す
。

　

選
手
は
、
城
崎
温
泉
の
旅
館
な

ど
で
働
き
、
2
月
末
ま
で
は
但
馬

ド
ー
ム
で
練
習
し
、
3
月
以
降
は

こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
で

練
習
し
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
平
成
25
年
度
豊
岡
市
総
合
支
所

　

の
組
織
体
制

　

来
年
度
か
ら
、
総
合
支
所
を
部

か
ら
課
レ
ベ
ル
と
し
、
政
策
調
整

部
に
位
置
付
け
、
1
課
2
係
体
制

と
し
ま
す
。

　

係
は
、
地
域
振
興
や
地
域
固
有

の
業
務
を
担
当
す
る
係
と
、
住
民

異
動
や
税
証
明
・
税
申
告
、
保
健

福
祉
等
の
窓
口
業
務
を
担
当
す
る

係
の
2
係
に
し
ま
す
。

　

支
所
に
は
支
所
長
を
兼
ね
る
部

長
級
や
課
長
級
3
人
を
配
置
す
る

こ
と
と
し
、
ほ
ぼ
現
状
に
近
い
職

員
配
置
を
行
い
ま
す
。

○
職
員
給
与
の
改
定

　

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
の
給

与
を
、
月
例
給
、
ボ
ー
ナ
ス
の
改

定
は
行
わ
ず
、
55
歳
を
超
え
る
職

員
の
昇
給
を
原
則
停
止
す
る
と
い

う
勧
告
を
し
ま
し
た
。
市
は
こ
の

勧
告
に
準
拠
し
ま
す
。

○
一
般
職
任
期
付
職
員
の
採
用
等

　

に
関
す
る
条
例
制
定

　

行
政
の
高
度
化
、
多
様
化
、
地

方
分
権
化
な
ど
が
進
展
す
る
中
で
、

有
為
な
外
部
人
材
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
専
門
的
知
識
経
験
等

を
有
す
る
人
を
、
5
年
以
内
ま
た

は
3
年
以
内
の
任
期
で
採
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
条
例
案
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

○
土
地
開
発
公
社
の
存
廃

　

土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て
は
、

当
面
の
間
は
存
続
す
る
こ
と
と
し
、

更
に
厳
格
な
ル
ー
ル
を
設
定
し
て

運
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
施
設
使
用
料
の
減
免
基
準
の

見
直
し

　

市
ま
た
は
教
育
委
員
会
が
後
援

す
る
事
業
の
施
設
使
用
料
の
3
割

減
免
を
撤
廃
す
る
こ
と
と
し
、
来

年
4
月
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　

冷
暖
房
費
お
よ
び
附
属
設
備
使

用
料
の
減
免
は
、
来
年
度
の
使
用

料
等
の
抜
本
的
な
見
直
し
の
中
で

検
討
し
ま
す
。

○
第
3
次
豊
岡
市
行
政
改
革
大
綱

　

の
策
定
方
針

　

市
町
合
併
に
伴
う
国
の
特
例
期

間
の
終
了
に
伴
い
、
平
成
28
年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
地

方
交
付
税
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ

ま
す
。
現
状
の
ま
ま
だ
と
、
大
幅

な
歳
出
超
過
が
見
込
ま
れ
る
未
曾

有
の
財
政
危
機
に
直
面
し
ま
す
。

　

現
在
の
第
2
次
行
政
改
革
の
推

進
期
間
は
来
年
で
終
了
す
る
た
め
、

第
3
次
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　

現
本
庁
舎
は
、
新
た
な
屋
根
瓦

が
取
り
付
け
ら
れ
、
内
装
工
事
、

外
装
仕
上
げ
工
事
へ
と
進
ん
で
い

ま
す
。

　

新
庁
舎
は
、
地
上
6
階
の
躯
体

工
事
が
約
半
分
完
成
し
、
西
側
か

ら
地
上
7
階
の
躯く

体
工
事
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
工
事
が
遅
れ
て
お

り
、
今
議
会
で
繰
越
し
の
承
認
を

い
た
だ
き
、
工
期
を
来
年
7
月
25

日
ま
で
延
長
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
1
・
2
階
の
執

務
室
の
事
務
机
購
入
な
ど
の
契
約

議
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
に
貸

し
付
け
す
る
こ
と
と
し
、
関
連
条

例
の
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
幼
・
保
の
あ
り
方
計
画
の

　

進
捗
状
況

　
（
仮
称
）み
え
認
定
こ
ど
も
園
は
、

施
設
整
備
調
整
が
遅
れ
、
来
年
度

に
開
園
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
保
育
園
の
民
営
化
に

伴
い
、
今
年
度
中
に
運
営
法
人
を

選
定
し
、
平
成
26
年
度
の
私
立
認

可
保
育
所
の
開
園
を
目
指
し
ま
す
。

○
港
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　

港
認
定
こ
ど
も
園
の
新
園
舎
は
、

建
築
基
準
法
改
正
を
受
け
た
設
計

見
直
し
等
に
よ
り
工
事
が
遅
延
し
、

完
成
は
来
年
6
月
末
ご
ろ
と
な
る

見
込
み
で
す
。　

　

来
年
4
月
か
ら
新
園
舎
完
成
ま

で
の
間
は
、
仮
園
舎
と
し
て
、
通

常
保
育
は
現
港
保
育
園
を
、
屋
内

遊
戯
場
は
現
港
西
幼
稚
園
を
活
用

し
ま
す
。

　

園
児
の
通
園
は
、
港
東
地
区
か

ら
港
認
定
こ
ど
も
園
仮
園
舎
ま
で

送
迎
し
ま
す
。

○
清
滝・西
気
小
学
校
の
統
合
準
備

　

来
年
4
月
の
清
滝
小
学
校
と
西

気
小
学
校
の
統
合
に
係
る
関
係
条

例
の
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
具
体
的
な
統
合
準
備
を
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　　　　～豊岡市を創る　豊かな発想力、熱意と行動力のある方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あなたの応募をお待ちしています～
職　種 採用予定人数 受　験　資　格

土木
技術職 １人 　昭和59年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校で、この職

に必要な専門課程を修めて卒業した方または平成25年３月末までに卒業見込みの方

臨床発達
心理士 １人 　昭和52年４月２日以降に生まれ、一般社団法人臨床発達心理士認定運営機構の臨床発

達心理士または財団法人日本臨床心理士資格認定協会の臨床心理士の資格を有する方

《採用予定日》４月１日
《選考試験》
　・日程　　２月９日（土）
　・場所　　じばさん但馬（大磯町）
　・内容　　教養試験、作文試験、専門試験（土木

技術職）、面接試験、身体検査（指定の
検査書提出による）

《受付期間》   １月15日（火）～25日（金）必着
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分（土・日

曜日を除く）

《申込方法》  募集案内・申込書を職員課または各総
合支所地域振興課で受け取り、受験職
種に必要な書類を添えて、職員課に提
出してください。

　　　　　※募集案内の送付を希望の方は、宛先を
記入し、140円切手を貼った返信用封
筒（角形２号、A４サイズの資料が入
るもの）を同封の上、職員課に請求し
てください。

《申込み・問合せ》職員課（東庁舎別館２階）☎23-1326

平成25年度採用　　豊岡市職員募集

仲田光
こう

成
せい

記念第12回豊岡全国かな書展を開催しました

　日本のかな書道界の重鎮、仲田光成さん（竹野町出身）の偉業を継承し、かな書の普及と地域文化の
高揚を願い創設した「仲田光成記念第12回豊岡全国かな書展」を、11月30日から12月２日までの３日間、
総合体育館で開催しました。
　今回は、入賞（特選以上）122点と入選3,929点を決定し、展示しました。また、１日には、先生によ
るかな・近代詩文書の実演があり、来場者の目を引き付けました。

《問合せ》竹野総合支所地域振興課☎21-9073

【
入
賞
者（
特
選
を
除
く
）】（
敬
称
略
）

■
文
部
科
学
大
臣
賞

▽
野
島
ト
シ
子（
千
葉
県
千
葉
市
）

■
仲
田
光
成
記
念
賞

▽
小
林
徳の
り

恵え（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

〔
市
内
関
係
分
〕

■
兵
庫
県
知
事
賞

▽
水
嶋
弘
樹（
近
大
附
属
中
2
年
）

▽
原
田
清せ
い

翠す
い（
小
田
井
町
）

■
兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

▽
舩
野
結ゆ
う

子こ（
豊
岡
南
中
3
年
）

▽
宇う

上じ
ょ
う

夏な
つ

希き（
豊
岡
高
3
年
）

■
神
戸
新
聞
社
賞

▽
木
村
心こ

大お（
中
竹
野
小
2
年
）

▽
前
田
疎そ

風ふ
う（
正
法
寺
）

■
但
馬
文
化
協
会
長
賞

▽
お
か
も
と
な
ぎ
さ（
新
田
小
1
年
）

▽
岸
本
沙さ

耶や（
城
崎
中
1
年
）

■
豊
岡
市
長
賞

▽
松
田
優ゆ

花か（
日
高
西
中
3
年
）

▽
岡
畑
真
由
美（
香
住
）

■
豊
岡
市
議
会
議
長
賞

▽
古
村
倖さ

奈な（
日
高
小
3
年
）

▽
山
本
佳
世（
寿
町
）

■
豊
岡
市
教
育
委
員
会
賞

▽
柱
谷
　
樹い
つ
き（
八
条
小
1
年
）

▽
冨
田
崚り
ょ
う

介す
け（
竹
野
南
小
2
年
）

▽
石
田
　
向こ
う（
中
筋
小
3
年
）

▽
宇
野
安あ

美み（
森
本
中
2
年
）

▽
森
田
由
香（
戸
牧
）

▲先生による近代詩文書の実演

文部科学大臣賞
　野島トシ子 作

も
み
ぢ
葉
は
袖
に
こ
き
い
れ
て
も
て
出
で
な
む
秋
は
限
り
と
見
む
人
の
た
め

仲田光成記念賞
　小林徳恵 作

玉
し
く
げ
二
上
山
に
啼
く
鳥
の
声
の
恋
し
き
時
は
来
に
け
り
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【共通事項】
《応募資格》　昭和28年４月２日以降に生まれた方
　　　　　※応募資格中、普通自動車運転免許所持

者は、実運転経験年数が１年以上で、
申込以前１年以上無事故無違反、かつ、
過去５年間に軽微な事故･違反（減点２
点以下）が２回までの方

　　　　　※レセプト点検員、建築技師、子育て指
導員は、執務時にパソコン（エクセル･
ワード）操作を必要とします。

《選考試験》　面接試験（日時、場所は申込受付時に

連絡します）
《受付期間》 １月４日（金）～15日（火）午前８時30分

～午後５時15分（土・日曜日、祝日を
除く）

《申込方法》  所定の申込書に必要事項を記入の上、
資格・免許などの写しを添えて提出し
てください（持参希望）。

　　　　　※応募は上記職種のうちの１職種に限り
ます。

《申込み・問合せ》　職員課（東庁舎別館２階）
　　　　　　　　　☎23-1326

平成25年度採用　　豊岡市非常勤嘱託職員・臨時職員募集
【非常勤嘱託職員】

職　　種 募集人数 応募資格 職務内容等 勤務条件（予定）

宿日直員 １人 　庁舎の管理用務に意
欲のある方

　市役所での宿直お
よび日直業務など

報酬 ：日額6,600円
勤務：月13日程度（１日７時間45分）
　　　ローテーション

レセプト点検員 １人
　医療事務資格所持者
または医療機関・行政
機関などでレセプト点
検事務の経験のある方

　市役所でのレセプ
ト点検事務など

報酬 ：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日 ：土・日曜日の週２日

ポンプ操作員 ２人
　危険物取扱者免状乙
種第４類所持者または
平成25年３月末までに
取得できる方

　排水機場でのポン
プ操作、業者点検の
立会、設備の保守管
理、および施設の清
掃管理（八代排水機場
は防災センター管理
を含む）など

報酬 ：月額148,000円
勤務：週５日（38.75時間）
休日：土・日曜日の週２日（大雨など

出水時は曜日、時間に関係なく
勤務）

建築技師 １人

　高等学校以上の学校
において、建築職に必
要な専門課程を修めて
卒業した方または平成
25年３月末までに卒業
見込みの方（１級または
２級建築士は優遇）

　市役所での建築設
計、監理業務など

報酬：月額153,800円（有資格者は月額
159,700円）

勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

校務員 １人 　学校の校内用務に意
欲のある方

　小・中学校での用
務など

報酬：月額148，000円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

子育て指導員 ２人

　保育士資格、幼稚園
教諭、小学校教諭のい
ずれかの資格所持者、
または平成25年３月末
までに取得できる方で、
普通自動車運転免許所
持者

　子育てセンターま
たは地域での子育て
相談、指導業務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：月曜日または火曜日と土・日曜

日のいずれか１日の週２日

管理員
（スポーツ施設） ２人

　スポーツの振興およ
びスポーツ施設の管理
に意欲のある方

　総合体育館・市民
体育館または総合ス
ポーツセンターでの
施設の維持管理、清
掃など

報酬：月額148,000円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日と他の平日１日の週２日

《雇用期間》４月１日～平成26年３月31日

【臨時職員】
職　　種 募集人数 応募資格 職務内容等 勤務条件（予定）

幼稚園教諭 25人
程度

　幼稚園教諭普通免許
所持者または平成25年
３月末までに取得でき
る方

　幼稚園または認定
こども園での幼児教
育業務など

賃金：日額7,500円（クラス担任は日額
8,100円）

　　　※経験年数等で月額の場合あり
勤務：週５日（１日７時間45分）
休日：土・日曜日の週２日

保育士 70人
程度

　保育士証所持者また
は平成25年３月末まで
に交付を受けられる方

　保育園または認定
こども園での保育業
務など

賃金：日額7,500円（クラス担任は日額
8,100円）

　　　※経験年数等で月額の場合あり
勤務：週５日（１日７時間45分）
休日：日曜日と他の１日の週２日

《雇用期間》４月３日～９月30日（必要に応じて６カ月間延長）
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次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す

る
場
合
、所
得
税
の
確
定
申
告（
提

出
・
納
税
）が
不
要
で
す（
平
成
23

年
改
正
）

　

た
だ
し
、
こ

の
場
合
で
も
、

所
得
税
の
還
付

を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
確

定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

  

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
で

も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》豊
岡
税
務
署
個
人
課
税

第
1
部
門
☎
22

2
1
4
4

　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

　

☎
21

9
0
4
5

H22 実績

現金670万円
現金521万1,000円

定期券840万円

回数券210万円

1,730万円

1,309万2,000円

その他10万円

定期券563万8,000円

回数券214万7,000円

その他9万6,000円

不足額（市補填額）
420万8,000円

・
地
域
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
、
も
っ
と
認
識
を
共
有
し
て

取
り
組
む
べ
き
だ　
　
　

な
ど

　
「
利
用
者
の
負
担
軽
減
」と「
利

便
性
の
向
上
」に
対
し
て
は
、
利

用
増
に
つ
な
が
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
路
線
計
画
の
改
善
や
地
元

の
意
識
共
有
を
指
摘
す
る
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
運
賃
収
入　

1
3
0
9
万
2
千

円（
目
標
：
1
7
3
0
万
円
）

　

こ
の
収
入
を
基
に
利
用
人
数
に

換
算
す
る
と
、
9
万
2
4
0
5
人

に
相
当
し
ま
す（
実
験

開
始
前
と
比
較
し
て
、

1
・
5
倍
に
増
え
て

い
る
と
い
え
ま
す
）。

　

社
会
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、

神
鍋
線
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
11
月
18
日（
日
）…
西
気
地
区
意

見
交
換
会　

参
加
者
45
人

○
11
月
26
日（
月
）…
清
滝
地
区
意

見
交
換
会　

参
加
者
95
人

〈
主
な
意
見
〉

・
運
賃
が
上
限
2
0
0
円
に
な
っ

た
こ
と
で
外
出
機
会
が
増
え
た

・
早
朝
と
夜
の
増
便
で
、
通
勤
・

通
学
が
う
ん
と
便
利
に
な
っ
た

・
一
部
ダ
イ
ヤ
の
設
定
に
、
も
う

少
し
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た

・
バ
ス
停
や
路
線
の
設
定
に
改
善

が
必
要
だ

・
三
者
の
協
働
事
業
だ
が
、
地
元

が
危
機
感
や
思
い
を
共
有
で
き

て
い
な
い

　

実
験
の
結
果
で
は
、
利
用
者
数

の
増
加
に
一
定
の
効
果
が
見
ら
れ

た
も
の
の
、
従
前
の
運
賃
収
入
の

確
保
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
は
、
利
用
状
況
の
分
析
結

果
や
地
元
で
の
意
見
交
換
の
内
容

を
踏
ま
え
、
4
月
以
降
の
あ
り
方

を
示
す
予
定
で
す
。

地
域
で
の
意
見
交
換
会

収
入
実
績

（
昨
年
10
月
〜
今
年
9
月
）

公
的
年
金
等
の

申
告
不
要
制
度

《収入状況》

▲意見交換会の様子

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
！

〜
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
〜

　

市
で
は
、
地
域
・
運
行
事
業
者
と
の
協
働
で
、
大
切
な
地
域
の
公

共
交
通
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
試
み
と
し
て
、
神
鍋
線「
上
限
2
0
0

円
バ
ス
」社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
方
々
に
実
験
結
果
を
報
告
し
、
4
月
以
降
の
神
鍋
線

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

①
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
4
0
0
万
円
以
下

②「
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
」以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

※
②
の
例
…
給
与
の
収
入
金
額
が

85
万
円
以
下
の
場
合

  

計
算
式
　
85
万
円（
収
入
金
額
）

65
万
円（
給
与
所
得
控
除
）＝

20
万
円（
給
与
所
得
金
額
）
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▲体重などをグラフで「見える化」

◆
お
知
ら
せ

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
体
験
会
お

よ
び
同
教
室
参
加
者
募
集
を
、
市

広
報
紙
に
掲
載
し
ま
す
。

・
教
室
体
験
会
…
1
月
10
日
発
行

の
市
広
報
紙

・
教
室
参
加
者
の
募
集
…
1
月
25

日
発
行
の
市
広
報
紙

第9号　　　　　　　　　　　　　　　　　健　康　か　わ　ら　版　　　　　　　　　　　　　　平成24年12月25日

健
康
か
わ
ら
版

　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
教
室（
週
1
回
）と

自
宅
と
で
行
い
ま
す
。
教
室
は
、

市
内
6
会
場（
竹
野
、
日
高
、
出
石
、

但
東
）で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
教
室
に
は
、
運
動

を
継
続
で
き
る
秘
訣
が
あ
り
ま
す
。

運
動
を
継
続
で
き
る
秘
訣

そ
の
1

　
個
人
の
体
力
を
、
身
近
な
年
齢

　（
体
力
年
齢
）で「
見
え
る
化
」！

そ
の
2

　
歩
数
な
ど
の
運
動
の
実
施
量
や

体
重
な
ど
の
変
化
を
グ
ラ
フ
で

「
見
え
る
化
」！

そ
の
3

　
専
用
歩
数
計
で
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
歩
数
を「
見
え
る
化
」！

そ
の
4

　
目
標
に
対
す
る
運
動
実
施
量
を

レ
ポ
ー
ト
で「
見
え
る
化
」！

※
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
の
詳
細
は
、

健
康
増
進
課
に
問
合
せ
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
地
区

「
下
陰
区
」「
桑
野
本
区（
竹
野
地

域
）」で
は
、
医
師
で
熊
本
大
学
教

授
の
都
竹
茂
樹
さ
ん
が
、
自
身
に

合
っ
た
運
動
と
食
事
に
関
し
、
講

義
と
実
技
を
交
え
な
が
ら
指
導
し

ま
し
た
。

　

8
月
28
・
29
日
の
開
始
か
ら
3

カ
月
が
経
過
し
、
そ
ろ
そ
ろ
身
体

に
変
化
が
現
れ
る
12
月
初
め
に
、

参
加
者
か
ら
喜
び
の
声
が
届
い
て

い
ま
す
。

　

区
内
で
の
変
化
と
参
加
者
の
声

を
紹
介
し
ま
す
。

【
下
陰
区
】

・
顔
見
知
り
が
広
が
っ
た

・
歩
数
計
を
付
け
て
い
る
人
は
、

1
歩
で
も
歩
く
の
が
楽
し
み
に

な
っ
た
様
子

・
雑
談
の
中
で
運
動
教
室
や
歩
数

の
話
題
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た

・
歩
く
人
が
多
く
な
り
、「
歩
こ
う

で
！
」と
声
を
掛
け
合
う
よ
う

に
な
っ
た

・
寄
合
い
の
と
き
、
自
家
用
車
の

利
用
が
減
っ
た

・
区
内
で
の
共
通
の
話
題
が
増
え

た
【
桑
野
本
区
】

・
会
え
ば
、
運
動
教
室
や
歩
数
の

話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る

・
歩
い
て
い
る
姿
を
よ
く
見
掛
け

る
よ
う
に
な
り
、
姿
勢
が
良
く

な
っ
た
人
が
多
く
な
っ
た

・
人
と
会
話
す
る
機
会
が
増
え
た

・
歩
い
て
い
る
人
の
足
が
軽
く
見

え
る

・
目
的
が
一
緒
の
た
め
、
交
流
が

今
ま
で
以
上
に
密
に
な
っ
た

　

こ
の
よ
う
に
、
個
人
か
ら
区
へ

と
、
個
人
の
健
康
づ
く
り
が
区
の

元
気
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

同
一
区
内
で
声
を
掛
け
合
い
、

一
緒
に
玄
さ
ん
筋
ト
レ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
取
り
組
む
こ
と
で
、
区

の
つ
な
が
り
や
絆
が
深
ま
り
始
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
運
動
効
果
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

も
効
果
検
証
を
行
い
、
成
果
を
公

表
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

地
域
の
中
で
何
か
が

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
！

成
功
の
秘
訣
は

「
見
え
る
化
」で
す
！

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

〜
玄
さ
ん
元
気
教
室
〜

▲グループワーク（下陰区）

▲体組成計での測定

《ヘルスアップ教室会場》
地域 会　　場

竹野
竹野健康福祉センター
北前館

日高
県立但馬ドーム
日高健康福祉センター

出石 出石B&G海洋センター
但東 但東健康福祉センター



みんなの食育～ライフステージ別～

生活習慣病予防していますか?

食で健康づくりを応援③

食育の推進は、ライフステージの段階に応じて、取り組んでいくことが大切です。
幼児期から高齢期までそれぞれの段階の食育について、４回シリーズでお知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

《作り方》
①　チンゲン菜は熱湯で色よくゆでて、４
cm程度の長さに切り、水気を絞る。

②　シイタケは軸を除き、薄切りにして電
子レンジで約１分加熱し、冷ます。

③　白ネギはみじん切り、ショウガは細め
の千切りにしてＡと合わせ、食べる直
前に①、②と和える。

材　料　（２人分）
チンゲン菜 １～１．５株 ※
シイタケ ３枚
白ネギ １／３本
ショウガ １／２かけ
　　しょうゆ・酢 各小さじ２
　　ごま油 小さじ１
　　すり白ゴマ 小さじ１
※コマツ菜に代えてもよいです。

チンゲン菜の香味酢がけ

エネルギー　４８kcal、塩分０．８ｇ／１人分

低エネルギーの副菜で、
バランスアップレシピの紹介

冬は野菜や魚中心の
鍋もお勧め！

壮 年 層
  の 食 育

食生活を見直して、生活習慣病を予防しましょう！

バランスのとれた食事をしましょう！

油の少ない料理を選びましょう！

「生活習慣病」とは
　過食・偏食、運動不足など、好ましくない生活習慣の
積み重ねによって引き起こされる病気の総称です。
　代表的な病気として、高血圧症、糖尿病、脂質異常
症、肥満症などがあります。

　「栄養バランスのよい食事」の基本は、主食、主菜、副菜の三つが
そろっていること。
　朝、昼、夜の３食それぞれにそろえてみましょう。

　油を多く使った料理はカロリーが高くなるため、油っこい料理は
１日1品程度を心掛けましょう。
　揚げ物や炒め物が重ならないよう、組み合わせましょう。

夕食を食べる時間を早めにしましょう！

間食は上手に取り入れましょう！

　食べてすぐ就寝すると、エネルギーを消費しきれず肥満のもと
に。
　また、昼食から夕食までの時間が空き過ぎると、空腹で食べ過ぎ
てしまうこともあります。

　間食は適度な量とタイミングが大切です。生活の楽しみの一つ
でもありますが、とり過ぎはエネルギー過剰のもとに。

基本健診で「異常なし」と判断された割合
　　■２０～３９歳　→ ３４．１％
　　■４０～７４歳　→ ２．４％
　　　　　　　　　　（平成２３年度すこやか市民健診より）

＊働き盛りの40代以降は特に注意が必要です！

「主食」ごはん、パン、麺類等
「主菜」肉、魚、卵、大豆料理等
「副菜」野菜、キノコ類、海藻等

「目安」1日２００ kcalまで
「時間」夕食後は食べない
「食べ方」ゆっくり味わって食べる
「飲み物」カロリーのないお茶か水を習慣に

お手本は、和定食

＋

＋

ミカン中2個
６８kcal

ごはん 乳製品 油控えめ・野菜中心の食事

草餅57ｇ
１３１kcal

＜どうしても夕食が遅くなるときは＞
　夕方に軽く食べて、遅い夕食の食べ過ぎを防ぎましょう。

200 kcalの目安1食：706kcal

選び方で
エネルギーダウン

１食：413kcal

夕方の軽食 夕食

アジフライ
241kcal

アジ塩焼き
85kcal

ごはん150ｇ
２５２kcal

野菜炒め
２１３kcal

ごはん150ｇ
２５２kcal

野菜スープ煮
７６kcal

例

約６割に

Ａ{
広報とよおか　2012.12.25 10
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毎月第２水曜日は豊岡ノーマイカーデー！

　

平
成
25
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ

マ
は
、
会
津
藩
士
の
娘
で
、
激
動

の
幕
末
か
ら
明
治
、
昭
和
の
時
代

を
生
き
抜
い
た「
新に
い

島じ
ま

八
重
」の
生

涯
を
描
い
た
作
品「
八
重
の
桜
」で

す
。

　

八
重
は
、
1
8
6
8（
慶
応
4
）

年
の
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
時
、
断
髪
・
男
装

し
、
藩
士
ら
と
共
に
、
鶴
ヶ
城
篭ろ
う

城じ
ょ
う

戦
で
自
ら
も
洋
式
銃
を
持
っ
て

奮
戦
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
女

性
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

八
重
の
最
初
の
夫
は
、
出
石
藩

出
身
の「
川
崎
尚
之
助
」で
す（
八

重
は
、
後
に
新
島　

襄じ
ょ
う

と
結
婚
）。

尚
之
助
は
、
短
い
な
が
ら
も
、
八

重
と
激
動
の
時
代
を
共
に
生
き
た

人
物
で
す
。
謎
に
包
ま
れ
た
人
物

で
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
歴
史
研

究
家
・
あ
さ
く
ら
ゆ
う
さ
ん
の
調

査
に
よ
り
、
鶴
ヶ
城
篭
城
戦
で
敗

れ
た
後
も
、
会
津
藩
士
と
し
て
、

仲
間
と
行
動
を
共
に
し
、
食
糧
に

窮
す
る
藩
の
た
め
に
奔
走
し
て
い

《登録・報告・問合せ》地域戦略推進課☎21-9012　FAX26-1337
　　　　　　　　　　  メールアドレス　ecovalley@city.toyooka.lg.jp

毎月参加宣言を受け付けています。事業所の方も
個人の方も、ぜひ、取り組んでください。第４回は１月９日（水）

正
し
い
と
思
っ
た
こ
と
を

一
途
に
や
り
と
お
し
た
男

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
義
侠

心
に
富
み
、
正
し
い
と
思
っ
た
こ

と
を
一
途
に
や
り
と
お
し
た
人
物

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

尚
之
助
は
、
1
8
7
5（
明
治

8
）年
、
39
歳
で
病
気
の
た
め
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　

あ
さ
く
ら
さ
ん
の
調
査
で
、
出

石
の
願
成
寺
に
あ
っ
た
墓
石
台
帳

に
、
尚
之
助
と
同
じ
没
年
月
日
の

戒
名
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
尚
之
助
は
、
故
郷
の
出
石
で

弔
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

主
役
の
八
重
を
演
じ
る
の
は
、
綾

瀬
は
る
か
さ
ん
。
そ
し
て
、
川
崎

尚
之
助
を
演
じ
る
の
は
、
長
谷
川

博
己
さ
ん
で
す
。
長
谷
川
さ
ん
は
、

平
成
23
年
に
日
本
テ
レ
ビ
系
列
で

放
送
さ
れ
高
視
聴
率
を
記
録
し
た

「
家
政
婦
の
ミ
タ
」で
父
親
役
を
演

じ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
長
谷

川
さ
ん
が
、
謎
に
包
ま
れ
た「
川
崎

尚
之
助
」を
ど
う
演
じ
る
の
か
楽
し

み
で
す
。ぜ
ひ
、注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

【
関
連
書
籍
の
紹
介
】

・『
ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン
新
島
八
重
』

　

著
者
…
鈴
木
由
紀
子

　

出
版
社
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

・『
新
島
八
重
を
歩
く
』- 

幕
末
・
明

治
に
生
き
た
会
津
女
性
の
足
跡-

　

編
者
…
星
亮
一
・
戊
辰
戦
争
研
究
会

　

出
版
社
…
潮
書
房
光
人
社

・『
八
重
の
桜
【
一
】』

　

作
…
山
本
む
つ
み

　

ノ
ベ
ラ
イ
ズ
…
五
十
嵐
佳
子

　

出
版
社
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

・『
川
崎
尚
之
助
と
八
重
』-

一
途

に
生
き
た
男
の
生
涯-

　

著
者
…
あ
さ
く
ら
ゆ
う

　

出
版
社
…
知
道
出
版

《
問
合
せ
》
地
域
戦
略
推
進
課

　

☎
21

9
0
1
2

平
成
25
年
1
月
ス
タ
ー
ト

　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」①

出
石
藩
出
身
の「
川
崎
尚し

ょ
う

之の

助す
け

」に
注
目
で
す
！

▲川崎尚之助の菩提寺「願成寺」

川
崎
尚
之
助
役
は

人
気
俳
優
・
長
谷
川
博ひ
ろ

己き

さ
ん

普段、自家用車で通勤している方は…

◇参加登録　事業所単位で申込み
◇実施の流れ
　・参加登録書の提出（随時）
　　　　　　　　　↓
　・事業所でノーマイカーデーの取組み
　　　　　　　　　↓
　・実施結果報告書の提出（毎月第３金曜日までに）
　・各期間で企業エコポイント2,500ポイントを付与
◇市民エコポイント　１回１ポイントお渡しし
ます（各期間の最後に事業所を通じてまとめて
交付）。

買い物や通院などで自家用車を利用している方は…

◇参加登録　個人で申込み
◇実施の流れ
　・参加登録書の提出（随時）
　　　　　　　　　↓
　・個人でノーマイカーデーの取組み
　　　　　　　　　↓
　・実施結果報告書の提出（毎月第３金曜日までに）
◇申込み・報告　電話、ファックス、またはメー
ルでOK！
◇市民エコポイント　１回１ポイントお渡ししま
す（各期間の最後にまとめて郵送）。
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◆
一
般
の
部

リ
メ
イ
ク
が
評
判
を
呼
び
趣
味
に

な
る　
　
　
　
　
　
（
平
岡
典
子
）

も
っ
た
い
な
い
私
の
た
め
に
泣
か

な
い
で　
　
　
　
　
（
平
田
裕
子
）

お
日
さ
ま
の
恵
み
に
今
朝
も
手
を

合
わ
せ　
　
　
　
　
（
福
井
正
二
）

家
計
簿
を　

赤
面
さ
せ
る　

無
駄

遣
い　
　
　
　
　
　
（
福
島
敏
朗
）

地
デ
ジ
化
で
古
い
テ
レ
ビ
は
ゴ
ミ

の
山　
　
　
　
　
　
（
福
田
善
彦
）

肉
食
べ
て
高
い
エ
ス
テ
で
ま
た
落

し　
　
　
　
　
　
　
（
福
盛
初
美
）

も
っ
た
い
な
い
今
日
か
ら
家
族
の

合
言
葉　
　
　
　
　
（
藤
田
晴
美
）

精
米
の
米
粒
ち
ら
し
て
去
り
行
く

人　
　
　
　
　
　
　
（
す
ず
ら
ん
）

マ
イ
バ
ッ
グ
持
っ
て
孫
ら
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　
　
（
舩
越
達
三
）

新
築
で
俺
の
居
場
所
は
ト
イ
レ
だ

け　
　
　
　
　
　
　
（
古
川
恵
子
）

流
行
に
流
れ
ず
生
か
す
自
分
流　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桃
玉
）

資
源
ご
み
も
っ
た
い
な
い
と
仕
分

け
す
る　
　
　
　
（
細
田
一
三
男
）

使
い
す
ぎ
捨
て
す
ぎ
ち
ょ
っ
と

も
っ
た
い
な
い　
　
　
（
ア
ク
ア
）

と
ぎ
汁
を
か
け
て
地
球
を
緑
化
す

る　
　
　
　
　
　
　
（
堀　

喜
弘
）

点
け
て
い
く
夫
の
あ
と
か
ら
消
し

て
い
く　
　
　
（
る
な
お
ば
さ
ん
）

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
ケ
チ
と
は
違
う
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン　
（
本
田
い
づ
み
）

祖
母
の
知
恵
も
っ
た
い
な
い
を
支

え
て
る　
　
　
　
（
本
田
し
お
ん
）

捨
て
な
い
で
大
器
晩
成
ラ
ブ
注
入

　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
田
隆
道
）

何
?
と
な
り
電
話
掛
け
ず
も
言
う

て
行
け　
　
　
　
　
（
前
川　

稔
）

大
切
に
物
に
は
魂
宿
っ
て
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
浦
哲
男
）

石
油
へ
と
戻
る
大
事
な
資
源
ゴ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
下
幸
子
）

食
べ
て
栄
養
残
せ
ば
生
ゴ
ミ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
村
正
勝
）

気
づ
い
た
ら
片
隅
に
あ
る
野
菜
た

ち　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
康
平
）

コ
ン
ビ
ニ
が
流
行
る
傍
ら
ゴ
ミ
の

山　
　
　
　
　
　
（
ま
あ
ち
ゃ
ん
）

パ
パ
の
メ
ニ
ュ
ー
1
日
遅
れ
の
残

り
物　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ー
ル
）

お
茶
碗
に
残
る
一
粒
泣
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
眞
鍋
信
二
）

母
学
び
野
菜
の
皮
は
ぬ
か
漬
け
に（
道
）

お
茶
を
飲
み
葉
っ
ぱ
を
生
か
し
掃

除
す
る　
　
　
　
　
（
丸
尾
カ
ヨ
）

こ
う
の
と
り
エ
コ
に
な
る
こ
と
考

え
て
！　
　
　
　
　
（
丸
尾
文
子
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳
応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

　

東
霊
苑
は
、
平
成
23
年
10
月
か

ら
使
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
せ

せ
ら
ぎ
や
ビ
オ
ト
ー
プ
を
配
置
し

た
、
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
緑
あ
ふ
れ

る
霊
苑
で
す
。

　

駐
車
場
か
ら
墓
所
区
画
ま
で
段

差
が
な
く
、
ど
な
た
で
も
安
心
し

て
お
参
り
で
き
ま
す
。

　

墓
所
を
お
探
し
の
方
は
、
ぜ
ひ
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
施
設
の
概
要

○
第
1
期
工
事
3
2
3
区
画

（
う
ち
、
79
区
画
永
代
使
用
済
み
）

○
ト
イ
レ
、
水
く
み
用
水
栓
あ
り

▽
名
称　

東
霊
苑

▽
所
在
地　

市
場
4
9
0
番
地
の

1
▽
区
画
面
積　

6
平
方
メ
ー
ト
ル

（
間
口
2
メ
ー
ト
ル
×
奥
行
き

3
メ
ー
ト
ル
）

▽
申
請
資
格
等

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有

す
る
方

・
申
請
者
ま
た
は
申
請
者
と
同
一

世
帯
に
属
す
る
方
が
、
西
霊
苑

（
高
屋
）の
永
代
使
用
許
可
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

・
申
請
は
1
世
帯
に
つ
き
1
区
画

（
重
複
申
請
不
可
）

東
霊
苑
の
永
代
使
用
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

▽
使
用
料
等

▽
申
込
方
法

・
東
霊
苑
永
代
使
用
申
請
書
に
記

入
の
上
、
戸
籍
全
部
事
項
証
明

書（
戸
籍
謄
本
）、
住
民
票
の
写

し（
謄
本
）を
添
付
し
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。　

・
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
方
は
、

管
理
人
選
任
届
が
必
要
で
す
。

・
申
請
書
等
は
生
活
環
境
課
で
配

布（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）し
て
い
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係

　

☎
23

5
3
0
4

▲A墓域▲B墓域 ▲メインサイン

区分 永代使用料
（初回のみ）

管理料
（年額）

市内に住所を
有する方 780,000円 3,000円

市内に住所を
有しない方

（本籍のみ市内の方）
936,000円 3,000円

※永代使用料とは、永代（子々孫々）にわたり、
区画をお貸しする費用です。最初に納めれ
ば、以降は不要です。
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今
思
う
捨
て
た
過
去
に
も
宝
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
健
司
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
暖
衣
飽
食
手
を
合

わ
せ　
　
　
　
　
（
と
し
ち
ゃ
ん
）

ま
だ
残
る
消
し
た
い
僕
の
倦
怠
期

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
江　

登
）

残
り
物
も
っ
た
い
な
い
で
ま
た
太

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
颯
爽
）

お
父
さ
ん
広
告
の
裏
使
え
る
よ　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
木
道
子
）

M
O
T
T
A
I
N
A
I
生
か
さ
な

く
て
は
も
っ
た
い
な
い（

右
田
俊
郎
）

な
ぜ
す
て
る
私
を
待
っ
て
る
人
が

い
る　
　
　
　
　
　
（
水
野
源
夫
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

3
食
を
残
さ
ず
食
べ
る
あ
た
り
前

　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
ロ
ス
ケ
）

食
べ
の
こ
し
桜
の
下
に
残
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
躰
絵
夢
）

も
っ
た
い
な
い
衝
動
買
い
は
気
を

付
け
て　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

ム
ダ
使
い
地
球
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
泣
い

て
い
る　
　
　
　
（
野
口
真
由
佳
）

あ
わ
て
て
も
わ
す
れ
ち
ゃ
だ
め
よ

ま
め
で
ん
き　
　
（
野
竿
麻
紀
穂
）

食
べ
残
し
食
べ
て
身
に
つ
く
エ
コ

の
証　
　
　
　
　
　
（
橋
立
空
子
）

ア
ル
ミ
缶
プ
ル
タ
グ
と
れ
ば
お
金

へ
と　
　
　
　
　
（
長
谷
川
純
也
）

も
う
捨
て
る
?
使
え
る
も
の
は

き
っ
と
あ
る　
　
　
　
　
（
匿
名
）

東
北
に
無
駄
な
分
だ
け
届
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
（
畠
山
あ
か
ね
）

そ
の
電
気
け
す
だ
け
で
も
節
約
だ

　
　
　
　
　
　
　
（
濱
上
菜
々
花
）

エ
コ
し
よ
う
少
し
の
気
持
ち
が
大

き
く
な
る　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

電
気
は
ね
こ
ま
め
に
消
し
て
節
電

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

再
利
用
古
着
屋
行
っ
て
エ
コ
ラ
イ

フ　
　
　
　
　
　
　
（
深
井
結
希
）

も
っ
た
い
な
い
せ
っ
か
く
の
ご
飯

あ
ま
っ
て
る　
　
　
（
福
井
亜
季
）

捨
て
ち
ゃ
う
の
?
そ
の
紙
ま
だ
ま

だ
書
け
る
の
に　
　
（
福
井
春
菜
）

考
え
て
そ
れ
は
本
当
に
ゴ
ミ
で
す

か　
　
　
　
　
　
　
（
福
本
有
梨
）

ス
ー
パ
ー
で
袋
も
ら
わ
ず
み
ん
な

笑
顔　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

買
い
物
は
必
要
な
の
か
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
川
芽
以
）

も
っ
た
い
な
い
思
っ
た
と
き
の
リ

サ
イ
ク
ル　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

お
ば
ち
ゃ
ん
は
セ
ー
ル
と
言
っ
て

手
が
伸
び
る　
　
　
　
　
（
匿
名
）

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ホ
ン
ト
に
そ
れ

今
必
要
?　
　
　
　
（
舩
田
友
花
）

テ
ス
ト
前
覚
え
た
単
語
出
て
こ
な

い　
　
　
　
（
い
ち
か
み
い
ち
ご
）

ボ
ー
ル
ペ
ン
イ
ン
ク
替
え
続
け
早

3
年　
　
　
　
　
　
（
日
高
花
子
）

面
倒
と
思
わ
ず
少
し
の
思
い
や
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

大学生等のUターン就職を支援しています
平成26年3月卒業予定者対象『兵庫県北部合同企業説明会』を開催します!!
日時 ２月23日（土）正午～午後４時
場所 神戸サンボーホール（神戸市・JR三ノ宮駅から徒歩10分）
対象 大学、短大、専門学校を平成26年卒業予定者など

出
展
企
業（
45
社
）

豊
岡
市

ITセミコン㈱ 但馬信用金庫
㈱アウルコーポレーション 但馬ティエスケイ㈱
出石グランドホテル たじま農業協同組合
OESアクアフオーコ㈱ 東海バネ工業㈱
大豊機工㈱ ㈱東豊精工
小倉公認会計士・税理士事務所 ドコモショップ豊岡店
㈱川嶋建設 豊岡エネルギー㈱
㈱キヅキ商会 NPO法人豊岡市手をつなぐ育成会
公立豊岡病院組合 西日本旅客鉄道㈱
ゴダイ㈱ ㈱西村風晃園
㈱さんれいフーズ ㈱西村屋
㈱システムリサーチ フジテック㈱
㈱誠工社 ㈱フジデン
但馬魚市場㈱ ㈲マジック
㈱但馬銀行 松本鋼機㈱

豊
岡
市
以
外

（社福）あそう 但南建設㈱
㈱オーシスマップ 但陽信用金庫

（社福）神戸聖隷福祉事業団恵生園 ㈱トキワ
全但印刷工芸㈱ 福井建設㈱
全但バス㈱ 冨士発條㈱
第一学院高等学校　養父校 ㈱マックアース
但馬屋食品㈱ 山芳製菓㈱関西工場
㈱多田スミス （50音順）

　市では、市内企業への就職支援として、下記事業
も実施しています。
◆豊岡市企業ガイドブック
　市内企業の採用情報を掲載したガイドブックを希
望者に無料配布しています。

▽配布場所　経済課、各総合支所地域振興課、図書
館本館
◆インターンシップ（就業体験）受け入れ企業情報提供

▽受け入れ企業　㈱オーシスマップ、小倉公認会計

士・税理士事務所、公立豊岡病院組合、但馬信用
金庫、（社福）北但社会福祉事業会

※受け入れ時期・期間・学年・対応など、詳細は問
い合わせてください。

◆求人情報、企業説明会などの情報をメール配信、
SNS（ツイッター、フェイスブック）による情報
発信

《問合せ》経済課☎21-9008　FAX22-3872
　　　　  メールアドレス　keizai@city.toyooka.lg.jp
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●
確
定
申
告
の
添
付
書
類

　

次
の
方
は
、
確
定
申
告
す
る
際

に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
2
つ
以
上
の

「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」

を
提
出
し
て

い
る
方

・
年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
所
得

が
あ
る
方

・
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
の
合

計
額
が
各
種
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
方
な
ど

●
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

　

豊
岡
年
金
事
務
所
で
再
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続

き
に
は
、
年
金
証
書
と
身
分
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
場
合
は
対
象

者
の
年
金
証
書
と
委
任
状
、
代
理

者
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
源
泉
徴
収
票
が
届
か
な

い
場
合
は
、
下
記
の「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や

け
が
の
初
診
日
が
、
次
の
場
合
で

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
お
よ
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る

年
金
は
、
所
得
税
法
上「
雑
所
得
」

と
し
て
、
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
、
平
成
24
年
分
の
源
泉
徴
収
票

が
1
月
中
旬
か
ら
末
ま
で
に
年
金

受
給
者
に
発
送
さ
れ
ま
す
。

※
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
は
非
課

税
の
た
め
源
泉
徴
収
票
は
発
送

さ
れ
ま
せ
ん
。

●
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

・
一
年
間
に
支

払
わ
れ
た
年

金
の
総
額

・
社
会
保
険
料

の
金
額（
介

護
保
険
料
額

な
ど
）

・
源
泉
徴
収
税
額

・
控
除
内
容

※
65
歳
未
満
で
年
金
の
支
給
額
が

1
0
8
万
円
に
満
た
な
い
方
と

65
歳
以
上
で
年
金
の
支
払
額
が

1
5
8
万
円
に
満
た
な
い
方
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
1
月
12
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
1
月
7
日（
月
）・
15
日（
火
）・
21

日（
月
）・
28
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
の
状
態（
国
民
年
金
法
に
よ

る
1
級
ま
た
は
2
級
の
障
害
）に

な
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
国
民
年
金
加
入
中

・
国
民
年
金
の
加
入
を
終
え
、
60

歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
る（
老

齢
基
礎
年
金
未
受
給
で
国
内
在

住
）

・
20
歳
未
満

●
年
金
受
給
の
た
め
の
保
険
料
納

付
要
件

○
初
診
日
が
20
歳
以
上
の
場
合

・
初
診
日
の
前
々
月
に
お
い
て
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間
の
う
ち
3
分
の
2
以

上
が
保
険
料
納
付
期
間
ま
た
は

保
険
料
免
除
期
間（
納
付
猶
予

期
間
も
含
む
）で
あ
る
こ
と

・
平
成
28
年

3
月
31
日

ま
で
に
初

診
日
が
あ

る
場
合
は
、

初
診
日
の

前
々
月
ま

で
の
1
年
間
の
保
険
料
に
未
納

が
な
い
こ
と

○
初
診
日
が
20
歳
未
満
の
場
合

・
保
険
料
納
付
要
件
は
あ
り
ま
せ

ん
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
早
目
に

下
記
問
合
せ
先
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

障
害
に
は
、
身
体
障
害
だ
け
で

な
く
知
的
障
害
や
精
神
障
害
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

健
康
な
方
も「
も
し
も
の
時
」に

備
え
、
保
険
料
は
、
納
付
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
時
は
、
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
に
つ
い
て
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。　

公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
が
届
き
ま
す

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　　　　　　　　〈障害基礎年金額〉　　　  　　平成24年度

障害の程度 年金額
※子の加算額

２人目まで
１人につき ３人目以降

１級 983,100円
226,300円 75,400円

２級 786,500円

※子とは受給権者により生計を維持されている18歳到達年度の末日
までの者、または20歳未満で、国民年金法の障害１級または２級
の状態にある者です
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昨
年
の
12
月
23
日
、
私
は
南
極

の
昭
和
基
地
に
入
り
ま
し
た
。
例

年
、
南
極
観
測
船「
し
ら
せ
」は
昭

和
基
地
に
接
岸
し
ま
す
。
し
か
し
、

53
次
隊
の
時
は
厚
い
氷
に
阻は
ば

ま
れ
、

20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
手
前
に
停
泊
し
、

18
年
ぶ
り
に
接
岸
を
断
念
し
ま
し

た
。

　

54
次
隊
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

11
月
中
旬
、
私
は
海
水
汚
染
調
査

の
た
め
、
海
水
の
サ
ン
プ
ル
を
取
り

に
出
掛
け
ま
し
た
。
海
は
ま
だ
厚

い
海
氷
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
ド
リ
ル

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑫
厚
い
海
氷

で
穴
を
開
け
、
シ
リ
コ
ン
チ
ュ
ー
ブ

を
突
っ
込
み
、
海
水
を
く
み
上
げ

ま
し
た
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
3
カ
所
、

①
オ
ン
グ
ル
海
峡
の
真
ん
中
、
氷

厚
2
・
5
メ
ー
ト
ル
②
少
し
昭
和

基
地
寄
り
、
氷
厚
4
・
5
メ
ー
ト

ル
③
昭
和
基
地
す
ぐ
北
、
氷
厚
5

メ
ー
ト
ル

̶

で
行
い
ま
し
た
。「
し

ら
せ
」が
到
着
す
る
予
定
の
1
カ
月

前
で
し
た
が
、
昨
年
よ
り
厚
か
っ
た

で
す
。
ど
う
も
海
氷
が
風
で
昭
和

基
地
周
辺
に
集
ま
り
、
氷
が
成
長

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
回
接
岸

で
き
な
け
れ
ば
、
53
次
隊
に
は
54

次
隊
の
越
冬
成
功
の
た
め
に
、
資

材
運
び
の
重
大
な
任
務
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。
次
隊
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

に
向
け
、
新
た
な
業
務
が
始
ま
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

す
ぐ
に
は
流
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を

「
山
の
保
水
力
」と
い
い
ま
す
。
こ

れ
が
な
く
な
る
と
、
ま
ち
の
防
災

力
が
落
ち
る
の
で
、
適
度
に
木
を

切
っ
て
、
山
の
健
康
を
保
つ
必
要

が
あ
り
ま
す
。

̶

そ
の
他
の
利
点
は
？

　

木
を
燃
や
し
て
出
る
二
酸
化
炭

素
は
、
木
が
成
長
す
る
過
程
で
大

気
中
か
ら
吸
収
し
た
も
の
な
の
で
、

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
量
が
増
え

ま
せ
ん
。
こ
れ
を「
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
」と
い
い
ま
す
。

̶
今
後
の
展
望
は
？

　

当
工
場
は
昨
年
の
9
月
か
ら
操

業
し
て
お
り
、
生
産
目
標
は
年

間
1
5
0
0
ト
ン
で
す
。
ま
ず

は
、
生
産
目
標
を
達
成

し
、
需
要
に
応
じ
て
増

産
し
た
い
で
す
。
具
体

的
に
は
、
市
内
企
業
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
ペ
レ

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
で
、
も
っ
と

ペ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
も

̶

会
社
の
成
り
立
ち
は
？

　

豊
岡
市
の「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
」に
基
づ
い
て
、
北
但
東

部
森
林
組
合
の
1
0
0
パ
ー
セ
ン

ト
出
資
で
設
立
さ
れ
た
会
社
で
す
。

̶

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
と
は
？

　

バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
再
生
可
能

な
生
物
由
来
の
有
機
性
資
源（
化

石
資
源
を
除
く
）で
す
。
平
成
19

年
に
こ
の
構
想
が
公
表
さ
れ
、
当

社
は
、
間
伐
材
な
ど
で
の
ペ
レ
ッ

ト
製
造
を
通
じ
て「
山
の
緑
を
活

用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
」を

構
築
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

̶

ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
が
環
境
に
良

い
と
は
？

　

木
を
伐
採
す
る
こ
と
は
環
境
に

悪
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
は
違
い
ま
す
。
山
に
生
え
て

い
る
木
は
、
適
度
に
伐
採
し
な
け

れ
ば
、
山
そ
の
も
の
を
弱
ら
せ
ま

す
。
生
い
茂
っ
た
木
が
、
太
陽
光

を
遮
断
し
、
地
面
に
草
が
生
え
な

く
な
る
か
ら
で
す
。
山
に
降
っ
た

雨
は
、
草
の
根
な
ど
に
蓄
え
ら
れ
、

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
豊
岡
ペ
レ
ッ
ト（
出
石
町
奥
小
野
）

̶

ペ
レ
ッ
ト
製
造
を
通
し
て
山
を
守
る

̶

企業紹介

ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー「
豊
岡

エ
コ
バ
レ
ー
・
山や
ま
の
み
や宮
地
場
ソ
ー

ラ
ー
」建
設
で
発
生
し
た
木
材
を
、

ペ
レ
ッ
ト
に
加
工
す
る
た
め
に
、

当
社
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
環
境
意
識
の
高

ま
り
を
今
後
も
期
待
し
ま
す
。

̶

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

個
人
で
伐
採
し
た
木
材
を
、
買

い
取
り
ま
す（
第
2
土
曜
日
の
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
の
間
に
当
社

に
持
ち
込
み
）。
買
い
取
り
価
格

は
、
1
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

3
0
0
円
で
す
。
さ
ら
に
、
持
ち

込
み
量
に
応
じ
て
、
シ
ル
ク
温
泉

や
乙
女
の
湯
の
入
浴
券
を
進
呈
し

ま
す
。
例
え
ば
、
1
ト
ン
の
持
ち

込
み
で
買
い
取
り
価
格
3
千
円
に

加
え
て
、
入
浴
券
を
5
枚
進
呈
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
買
い
取
り
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
52

0
1
7
8

▲海水サンプリング（海氷の上には1.5メートル
の積雪）

▲ペレット製造

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5

○26



　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」で
栽

培
し
た
米
が
、
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会（
米
・

食
味
鑑
定
士
協
会
主
催
）の
栽
培

別
部
門（
若
手
農
業
経
営
者
部
門
）

で
特
別
優
秀
賞（
第
2
位
）を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
受
賞
者
の
青
山
直

也
さ
ん（
日
高
町
山
田
）が
中
貝
市

長
を
訪
問
し
、報
告
し
ま
し
た
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
後

継
者
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中

で
、
青
山
さ
ん
の
よ
う
な
若
手
農

業
者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
受
賞
は
、
青
山

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
」に
携
わ
る
多
く
の
生

産
者
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
も「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」

の
普
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。　

第
14
回
米・食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
で

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
お
米
が「
特
別
優
秀
賞
」を
受
賞

　

11
月
30
日
、
総
合
体
育
館
東
側

駐
車
場
で
豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
、本
庁
の
除
雪
隊
員（
都

市
整
備
部
職
員
）が
参
加
し
、
除

雪
車
の
前
で
中
貝
市
長
か
ら
訓
示

を
受
け
ま
し
た
。

　

市
長
は「
心
に
余
裕
を
持
っ
て
、

懇
切
丁
寧
に
除
雪
に
当
た
り
、
市

民
の
生
活
を
支
え
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
は
市
民
の
生
活
を
守
る
こ
と

が
使
命
で
あ
る
。
健
康
と
安
全
に

注
意
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

降
雪
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式
を
挙
行▲中貝市長から訓示を受ける

除雪隊

　

市
で
は
、
男
女
が
共
に
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
参
画
し
、
個
性
と
能
力

を
十
分
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同

参
画
社
会
」づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
地
域
と
職
場

で
の
推
進
に
重
点
を
置
い
て
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。　

■
モ
デ
ル
地
区
事
業

　

11
月
17
日
、
モ
デ
ル
地
区
の
山

本
区（
豊
岡
地
域
）が「
お
父
さ
ん

の
料
理
教
室
」を
田
鶴
野
地
区
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
た
ち
の
料
理
経
験
は
さ
ま
ざ
ま
。

お
母
さ
ん
た
ち
の
助
け
も
受
け
な

が
ら
、
見
事
料
理
が
完
成
。
子
ど

も
た
ち
も
試
食
会
の
準
備
を
手
伝

い
、
参
加
者
全
員
で
楽
し
く
会
食

を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
12
月
9

日
に
は
出
前
講
座
を
受
講
し
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
土
居
区
で
は
10
月
23
日

に
出
前
講
座
を
受
講
し
、
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
12
月
15
日
に
は
、

同
区
生
き
が
い
サ
ー
ク
ル
が
中
心

と
な
り
、
3
世
代
交
流「
餅
つ
き

大
会
」を
開
催
。
子
ど
も
た
ち
も

餅
を
つ
き
、
多
く
の
区
民
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

■
企
業
セ
ミ
ナ
ー

　

11
月
21
日
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」を
豊
岡

市
商
工
会
館（
日
高
町
日
置
）で
、

豊
岡
市
商
工
会
女
性
部
日
高
支
部

と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、「
仕
事
」と「
生
活
」

の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
る
た
め

に
、
働
く
女
性
を
取
り
巻
く
状
況

や
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
感

想
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

男
女
が
共
に
健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」推
進
事
業
を
展
開

▲中貝市長に受賞報告し
た青山直也さん（左）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
11
月
】

14
日
・
市
政
懇
談
会（
出
石
地
域
、

15
日
・
日
高
地
域
、
16
日
・

竹
野
地
域
、
19
日
・
城
崎

地
域
、
20
日
・
但
東
地
域
、

21
日
・
豊
岡
地
域
）

19
日
・
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立

22
日
・
豊
岡
市
環
境
経
済
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

25
日
・
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー
ラ

ム
2
0
1
2

29
日
・
豊
岡
市
消
防
本
部
年
末
警

戒
発
隊
式

30
日
・
豊
岡
市
議
会
開
会（
〜
12

月
26
日
）

　
　

・
豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式

【
12
月
】

1
日
・
食
と
農
を
考
え
る
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2

2
日
・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支

援
ツ
ア
ー（
〜
4
日
）

4
日
・
第
33
回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ

ラ
ソ
ン
全
国
大
会
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
巡
回

写
真
展（
〜
8
月
23
日
）

6
日
・
新
潟
県
三
条
市
へ
の
避
難

者
支
援
募
集（
〜
14
日
）

7
日
・
第
1
回
豊
岡
市
公
営
企
業

審
議
会

▲役割分担して調理
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に
、工
藤
和
美
さ
ん
、大
阪
大
学
大

学
院
准
教
授　

小
浦
久
子
さ
ん
、

京
都
府
立
大
学
准
教
授　

上
杉
和

央
さ
ん
、
田
久
日
区
長
の
永
田
新

一
さ
ん
、
高

龍
寺
副
区
長

の
小
牧
伸
典

さ
ん
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
救
援
の
た
め
の
物
や
お
金
は

も
う
要
ら
な
い
。
そ
れ
は
自
立
を

妨
げ
る
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
観

光
に
来
て
ほ
し
い
。
商
品
を
買
っ

て
ほ
し
い
。忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」

　

今
年
の
7
月
、
被
災
地
の
ニ
ー

ズ
を
探
る
た
め
、
職
員
を
南
三
陸

町
に
派
遣
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告

で
す
。

　

12
月
の
ツ
ア
ー
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
40
人
の
定
員
が
す
ぐ
に
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
参

加
し
ま
し
た
。
海
辺
の
ホ
テ
ル
に

泊
ま
り
、
仮
設
商
店
街
で
食
事
を

し
、
買
い
物
を
す
る
ツ
ア
ー
で
す
。

　

南
三
陸
の
佐
藤
町
長
の
話
も
お

聞
き
し
ま
し
た
。「
海
の
近
く
に
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
た
。
地
盤

沈
下
で
水
に
浸つ

か
っ
て
い
る
。
安

全
の
た
め
、
高
台
に
移
転
さ
せ
た

い
。
し
か
し
、
国
は
、
復
旧
は
同

じ
場
所
が
原
則
だ
と
し
て
認
め
な

い
」「
こ
の
1
年
9
カ
月
、
こ
ん
な

こ
と
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
何
度

も
何
度
も
大
臣
や
政
治
家
が
や
っ

て
き
て
、
そ
の
た
び
に
要
望
を
し

た
が
、
何
も
変
わ
ら
な
い
」

　

被
災
地
は
、
こ
ん
な
こ
と
で
も

闘
っ
て
い
ま
す
。

　

語
り
部
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。

　

防
災
庁
舎
で
、
遠
藤
未
希
さ
ん

は
マ
イ
ク
を
持
ち
続
け
た
。「
異
常

な
潮
の
引
き
方
で
す
!
高
台
に
逃

げ
て
く
だ
さ
い
!
」途
中
で
割
っ

て
入
っ
た
声
。「
遠
藤
君
、
も
う

や
め
ろ
!
」放
送
は
男
性
の
声
に

変
わ
っ
た
。「
早
く
逃
げ
ろ
!
」危

機
管
理
課
長
補
佐
の
三
浦　

毅
さ

ん
の
声
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

三
浦
さ
ん
の
部
下
と
思
わ
れ
る
別

の
男
性
の
声
。「
も
う
や
め
て
く

だ
さ
い
!
」「
い
や
、
も
う
一
回
言

わ
せ
ろ
!
」そ
の
数
秒
後
、「
ガ
ガ

ガ
」と
い
う
音
。
津
波
が
襲
っ
た
。

遠
藤
さ
ん
と
三
浦
さ
ん
は
、
ま
さ

に
殉
職
だ
っ
た
。

　

バ
ス
の
中
で
、
会
議
室
で
、
込

み
上
げ
て
く
る
感
情
を
抑
え
、
そ

れ
で
も
抑
え
き
れ
ず
に
顔
を
く
し

ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
話
し
続
け
る
語

り
部
の
鴻こ
う

巣の
す

さ
ん
。
語
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
、
一

体
ど
れ
ほ
ど
心
の
葛
藤
と
苦
し
み

が
あ
っ
た
の
か
。
自
身
と
の
闘
い

の
よ
う
な
語
り
で
し
た
。

　

時
と
し
て
涙
を
流
し
、
心
を
痛

め
、
怒
り
、
そ
し
て
人
間
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
動
し
な
が
ら
の
旅
で

し
た
。

　

11
月
25
日
、「
と
よ
お
か
景
観
フ

ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2
」を
出
石
永

楽
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
の
歴
史
、伝
統
、文
化
、生な
り

業わ
い
が
生
み
出
す「
豊
岡
ら
し
い
風
景
」

は
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な

資
産
で
す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

こ
れ
ら
固
有
の
風
景
を
将
来
に
わ

た
っ
て
保
全
・
創
造
す
る
た
め
に
、

豊
岡
ら
し
い
風
景
の
価
値
を
共
有

し
、
景
観
形
成
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。 　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
赤
野
太
刀

振
保
存
会（
但
東
町
中
山
）の「
太

刀
振
り
」が
披
露
さ
れ
、そ
の
後
、

「
と
よ
お
か
景
観
大
賞
」の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
豊
か
な
自
然
と
人
々
が

お
り
な
す
集
落
景
観
」と
題
し
て
、

明
石
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授

の
工
藤
和
美
さ
ん
に
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
地
域
の
環
境
を
次
世

代
に
引
継
ぐ
た
め
に
」を
テ
ー
マ

　

市
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
武
岩
の
玄

さ
ん
」の
年
賀
状
用
イ
ラ
ス
ト
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、2
0
1
3
年
の
N
H 

K
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」に
ち

な
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
「
八
重
の
桜
」の
ヒ
ロ
イ
ン「
山

本
八
重
」の
最
初
の
夫「
川
崎
尚し
ょ
う

之の

助す
け

」は
、
出
石
藩（
出
石
町
）出
身

で
す
。
蘭
学
と
理
化
学
を
修
め

た
若
く
て
有
能
な
洋
学
者
で
あ

り
、
そ
の
義
侠
心
あ
ふ
れ
る
熱
い

心
が
玄
さ
ん
と
共
通
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
2
人
を
結
び
付
け
、
ま

た
、
そ
れ
ら
を
育
ん
だ
豊
岡
市
の

魅
力
を
広
く
全
国
に
P
R
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

人
情
に
あ
ふ
れ
る
温
か
い
ま
ち

「
豊
岡
」を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

〜「
玄
さ
ん
」の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
、良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
〜

「
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
」の
２
０
１
３
年
年
賀
状
用
イ
ラ
ス
ト
を
作
成

私
た
ち
は
人
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
共
に
暮
ら
せ
る「
豊
岡
ら
し
い
風
景
」を
守
り
育
て
ま
す

「
と
よ
お
か
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
〜
豊
岡
に
あ
る『
ふ
る
さ
と
』の
風
景
〜
」を
開
催

た
だ
く
た
め
に
も
、
年
賀
状
以
外

で
も
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス

ト
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
、

誰
で
も
自

由
に（
営

業
目
的
以

外
）使
用

で
き
ま
す
。

被
災
地
へ
の
旅
（
四
）
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▲パネルディスカッションの様子
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「
お
は
な
し
ラ
ン
ド
」

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

 

大
人
も
引
き
込
ま
れ
る
絵
本
の
魅
力

城 崎城 崎

宇
宙
教
育「
出
前
授
業
」

宇
宙
に
興
味
が

湧
い
て
き
た
か
な
？

竹 野竹 野

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ス
イ
ー
ツ
ド
ラ
フ
ト
会
議

こ
ん
な
お
菓
子
、あ
っ
た
ら
い
い
な
ー

夢
の
お
菓
子
が
商
品
化
‼

豊 岡豊 岡

▲絵本の読み聞かせに夢中の子どもたち

　

11
月
18
日
、
市
民
ら
が
考
え
た
夢
の
お
菓
子
を
商

品
化
す
る「
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ス
イ
ー
ツ
ド
ラ
フ
ト
会

議
」が
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
西
側
イ
ベ
ン
ト
広
場

（
岩
井
）で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
但
馬
夢
テ

ー
ブ
ル
委
員
会
タ
ジ
マ
モ
リ
あ
げ
隊
」が
、
お
菓
子

発
祥
の
地
･
但
馬
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
企
画
。
市
内

外
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
約
2
千
点
の
う
ち
、
23
点
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
者
ら
は
、
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ

ル
で
色
や
形
、
素
材
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
集
ま
っ

た
菓
子
業
者
10
社
の
興
味
を
引
き
付
け
て
い
ま
し
た
。

塩
見
由
香
里
さ
ん（
八
鹿
高
１
年
）は
、
提
案
し
た
ひ

ま
わ
り
ケ
ー
キ
が
指
名
を
受
け
、「
来
年
４
月
の
商
品

化
が
と
て
も
楽
し
み
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
8
日
、
図
書
館
城
崎
分
館
で
、
4
歳
以
上
の

子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
に「
お
は
な
し
ラ
ン
ド
」を

開
催
し
、
親
子
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
お
は
な
し
ラ
ン
ド
」は
、
本
に
親
し
み
、
図
書
館

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月
第

2
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は「
ふ
し
ぎ

な
ナ
イ
フ
」「
て
ぶ
く
ろ
」の
2
冊
の
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
と
、
親
子
で
仲
良
く
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
3
回
参
加
す
る
ご
と
に
素
敵
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
参

加
し
て
い
ま
す
。
帰
り
際
、
子
ど
も
た
ち
は「
次
も

ま
た
来
る
ね
」と
職
員
に
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
7
日
、
宇
宙
教
育「
出
前
授
業
」を
中
竹
野
小

学
校
で
開
催
し
、
3
〜
6
年
生
児
童
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
の
J ジ

Aャ

Xク

Aサ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
）職
員
の
大
嶋
龍
男
さ
ん
は
、
宇
宙
飛
行
士
の

野
口
聡
一
さ
ん
が
料
理
や
食
事
を
す
る
映
像
な
ど
を

交
え
、
宇
宙
に
広
が
る
明
る
い
未
来
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

　
「
大
嶋
さ
ん
は
宇
宙
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
?
」の
問
い
に
、「
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
実
現

す
る
宇
宙
旅
行
の
た
め
に
今
は
お
金
を
貯
め
て
い
ま

す
」と
笑
顔
で
答
え
る
大
嶋
さ
ん
。
授
業
を
通
し
て

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
夢
を
持
つ
こ
と
、
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
の
大
切
さ
」も
児
童
ら
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

▲ユニークなお菓子のアイデアに期待を込めて札を上げ
る菓子業者ら。23点全てが商品化決定！

▲大嶋さんの話に熱心に耳を傾ける児童ら
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ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

サ
ン
タ
さ
ん
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を

た
く
さ
ん
ち
ょ
う
だ
い
ね
！

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲多くの区民が集まる中継所。接戦に沿道からは歓声が
沸く

　

11
月
18
日
、
三
方
地
区
内
特
設
コ
ー
ス
で
、
第
31

回
三
方
地
区
駅
伝
大
会（
三
方
地
区
公
民
館
主
催
）が

開
催
さ
れ
、
各
区
を
代
表
す
る
11
チ
ー
ム
と
オ
ー
プ

ン
参
加
の
3
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

箱
根
駅
伝
で
活
躍
し
た
中
川　

剛ご
う（

日
高
町
佐
田

出
身
）さ
ん
も
以
前
こ
の
大
会
に
出
場
し
て
お
り
、

先
輩
の
後
を
追
っ
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
地
区
内
全
て
の
区
を
通
過

し
、
各
中
継
所
で
は
、
区
民
が
走
り
終
え
た
ラ
ン
ナ

ー
を
温
か
い
お
茶
な
ど
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
栗
山
区
チ
ー
ム
代
表
の
岡
田
克
彦
さ
ん

は「
区
を
挙
げ
て
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
こ
の
大
会
は
、

区
の
団
結
に
つ
な
が
る
」と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

▲クリスマスリースをきれいに飾り付けようね

　

12
月
5
日
、
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
但
東
町
出

合
）で
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
が
開
催
さ
れ
、

11
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
ス
は
、
用
意
さ
れ
て
い
た
紙
製
の
土
台

に
飾
り
を
の
り
付
け
す
る
も
の
で
、
幼
児
も
楽
し
く

工
作
で
き
ま
す
。

　

始
め
こ
そ
、
幼
児
ら
も
懸
命
に
の
り
付
け
し
た
り
、

色
紙
で
飾
り
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
途
中
、

他
の
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
子
も
…
。
そ
れ

で
も
、
お
母
さ
ん
が
き
れ
い
に
仕
上
げ
た
リ
ー
ス
を

手
に
す
る
と
、
笑
顔
で
見
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

後
は
、
リ
ー
ス
を
家
に
飾
り
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

奥
山
金
山
を
訪
ね
よ
う
！

五
感
で
堪
能　

晩
秋
の
郷

出 石出 石
　

11
月
23
日
、「
奥
山
金
山
を
訪
ね
よ
う
！
」（
奥
山
観

光
ほ
た
る
の
郷
主
催
）が
出
石
町
奥
山
で
開
催
さ
れ
、

区
民
の
ほ
か
、
市
外
か
ら
の
家
族
連
れ
、
大
学
生
な

ど
、
約
1
1
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
で
紅
葉
が
一
層
鮮
や
か
な
中
、
山
道

を
進
み
、
奥
山
金
山
跡
に
到
着
。
金
鉱
坑
内
を
ワ
ク

ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
探
検
し
ま
し
た
。
午
後
は

集
落
内
を
散
策
し
、
古
民
家
な
ど
も
見
て
、
建
物
の

利
活
用
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
昼
に
は
松
茸
ご
は
ん
弁
当
、
夕
方
は

猪
汁
や
猪
肉
バ
ー
ベ
ー
キ
ュ
ー
、
栗
ご
は
ん
な
ど
、

秋
の
幸
を
堪
能
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

春
の「
奥
山
金
山
跡
の
再
生
大
作
戦
」に
続
く
今
回

の
催
し
。
住
民
パ
ワ
ー
は
大
き
な
地
域
資
源
で
す
。

▲1983年に閉山した奥山金山跡。坑道入口に到着

第
31
回
三
方
地
区
駅
伝
大
会

区
民
の
期
待
を
背
負
い

三
方
路
を
駆
け
抜
け
る
‼
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漫
画「
ホ
タ
ル
ノ
ヒ
カ
リ
」の
作
者
で
、神
鍋
高
原
で
暮
ら

し
、漫
画
を
描
き
続
け
る
元
気
な
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

ひ
う
ら
さ
と
る
さ
ん（
46
歳
）日
高
町
名
色

「
干ひ

物も
の

女お
ん
な

」を
は
や
ら
せ
た
人
気
漫
画
家

た
だ
今
、
神
鍋
高
原
で
執
筆
中
‼神鍋高原での生活を満喫するひうらさん

文筆家甲斐みのりさん（左）とのトーク
ショー（豊岡劇場）

　

ま
た
、
漫
画
を
パ
ソ
コ
ン
で
描

く
こ
と
を
、
妊
娠
中
に
習
得
し
ま

し
た
。
編
集
者
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
は
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
打
合
せ
。

こ
の
こ
と
が
、
出
産
後
、
神
鍋
高

原
で
漫
画
を
描
く
こ
と
を
可
能
に

し
ま
し
た
。

発
見
!
発
見
!
豊
岡
暮
ら
し

　

夫
の
実
家
が
日
高
町
と
い
う
縁

で
、
昨
年
の
夏
を
神
鍋
高
原
で
過

ご
し
ま
し
た
。
何
度
か
神
鍋
高
原

と
東
京
を
往
復
す
る
う
ち
に
、
自

分
た
ち
の
生
活
に
合
っ
て
い
る
と

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
夏
以
降
も

暮
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。「
水
や
空

気
に
ほ
っ
と
す
る
お
い
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
生
ま
れ
て
初
め
て
見
た

天
然
の
蛍
の
美
し
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
の
生
活
は
、
連
載
中

の『
う
ら
ら（
K
i
s
s
・
講
談

社
）』に
影
響
し
て
い
ま
す
」と
魅

力
を
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
岡
に
は
、
お
菓
子
の

神
様
を
祭
神
と
す
る
神
社
が
あ
る

こ
と
を
発
見
。「
お
菓
子
の
神
様
っ

て
、
漫
画
っ
ぽ
い
。
漫
画
に
し
て

み
た
い
で
す
」と
構
想
を
打
ち
明

け
ま
す
。「
豊
岡
を
全
国
に
P
R
し

て
く
だ
さ
い
」と
の
お
願
い
に
は
、

笑
顔
で「
も
ち
の
ろ
ん（
も
ち
ろ

ん
）で
す
‼
」と
の
こ
と
。
頼
も
し

い
豊
岡
フ
ァ
ン
の
誕
生
で
す
。

パソコンで漫画を執筆

は
、
大
半
が
仕
事
。
締
め
切
り
前

は
、
睡
眠
時
間
が
30
分
と
い
う
こ

と
も
。
当
時
を「
や
さ
ぐ
れ
た
毎

日
の
ヒ
ゲ（
仕
事
お
っ
さ
ん
）の
漫

画
家
」と
例
え
ま
す
。

　

し
か
し
、「
42
歳
で
の
妊
娠
」が
、

大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

妊
娠
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

　
「
ホ
タ
ル
ノ
ヒ
カ
リ
」の
連
載
終
盤

で
の
妊
娠
発
覚
。
心
の
中
で
、「
ハ

ー
ド
ワ
ー
カ
ー
仕
事
お
っ
さ
ん
と
、

ゆ
る
ふ
わ
プ
レ
お
か
ん
が
激
し
く

攻
防
」と
表
現
し
ま
す
。「
仕
事
の

手
は
抜
け
な
い
。
し
か
し
、
妊
婦

と
し
て
無
理
も
で
き
な
い
」葛
藤
。

仕
事
は
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん

で
し
た
。両
立
に
悩
ん
だ
末
、「
お
か

ん
に
な
っ
て
も
、
急
に
漫
画
家
の

自
分
が
消
え
る
訳
で
は
な
い
」と

の
考
え
に
至
り
、
育
児
の
時
間
を

無
理
し
て
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
午
前
3
時
か
ら
子
ど

も
が
起
き
る
7
時
ま
で
集
中
的
に

仕
事
を
し
、
午
後
6
時
に
は
仕
事

を
切
り
上
げ
、
家
族
と
の
時
間
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
仕
事
の
ペ

ー
ス
は
落
ち
ま
し
た
が
、
暮
ら
し

も
仕
事
も
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。
だ
ん
な
は
ん（
夫
）

が
家
事
に
協
力
し
て
く
れ
る
の
で

感
謝
し
て
い
ま
す
」と
微
笑
み
ま

す
。

　

神
鍋
高
原
で
漫
画
を
描
き
始
め

て
1
年
半
。「
干
物
女
」、「
ヒ
ゲ
の

妊
婦
」な
ど
、
独
特
な
表
現
で
読

者
を
魅
了
す
る
漫
画
家
が
、
ひ
う

ら
さ
と
る
さ
ん
で
す
。

走
り
続
け
た「
干
物
女
」

　

大
阪
生
ま
れ
の
ひ
う
ら
さ
ん
。

中
学
生
時
代
は「
漫
画
だ
け
描
い
て

生
活
し
て
、い
く
つ
に
な
っ
て
も

漫
画
を
読
ん
で
生
き
て
い
く
」と

夢
見
て
い
ま
し
た
。
美
術
系
の
高

校
に
進
学
し
、
在
学
中
に
、
少
女

漫
画
雑
誌「
な
か
よ
し（
講
談
社
）」

に
投
稿
。
18
歳
で「
あ
な
た
と
朝

ま
で
」で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。27
歳
で
独
立
し
、以
後
数
々

の
漫
画
を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
37
歳
で
執
筆
を

開
始
し
た「
ホ
タ
ル
ノ
ヒ
カ
リ

（
K
i
s
s
・
講
談
社
）」に
は
、

特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
化
・
映
画
化
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、「
思
い
描
い
て

い
た
こ
と
が
や
っ
と
そ
の
ま
ま
形

に
な
っ
た
作
品
」と
振
り
返
り
ま

す
。「
20
代
で
恋
愛
を
放
棄
す
る

女
…
干
物
女
」。
ひ
う
ら
さ
ん
の

分
身
で
干
物
女
の
主
人
公「
雨あ
め

宮み
や

蛍ほ
た
る

」の
性
格
・
生
活
ス
タ
イ
ル
な

ど
に
、
多
く
の
女
性
が
共
感
し
ま

し
た
。

　

独
立
後
の
ひ
う
ら
さ
ん
の
生
活

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
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楽
し
く
健
康
づ
く
り
…
か
ら
の
ぉ
、
ダ
ー
ン
ス
ッ
！

　

３さ
ん

Ｂビ
ー
ら
び
ぃ
Jr.
田

ジ
ュ
ニ
ア

鶴
野
キ
ッ
ズ（
豊
岡
）

　
「
3
Ｂ
ら
び
ぃ
Jr.
田
鶴
野
キ
ッ

ズ（
以
下「
3
Ｂ
ジ
ュ
ニ
ア
」）」は
、

田
鶴
野
小
学
校
の
児
童
7
人
が
始

め
た
運
動
教
室
を
き
っ
か
け
に
活

動
を
始
め
、
現
在
26
人（
学
年
別

に
3
グ
ル
ー
プ
）。
毎
月
第
2
・

4
水
･
土
曜
日
、
田
鶴
野
地
区
公

民
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
名
に
あ
る「
3
Ｂ
」は
、

健
康
体
操
の
一

つ「
3
Ｂ
体
操

（
※
注
）」の
こ

と
。
3
Ｂ
ジ
ュ

ニ
ア
は
、
3
Ｂ

体
操
を
取
り
入

れ
た
ダ
ン
ス
に

取
り
組
ん
で
い

て
、
そ
の
指
導

を
、
3
Ｂ
体
操

指
導
士
の
永
尾

恵
子
さ
ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
成
果
を
、「
と
よ
お
か
元

気
あ
っ
ぷ
フ
ェ
ス
タ
」や「
み
て
え

な
ダ
ン
ス
」、「
但
馬
ド
ー
ム　

キ

ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
地
区

公
民
館
文
化
祭
」な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
で
元
気
よ
く
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
当
初
は
、
永
尾
さ
ん
の
選

定
し
た
曲
で
練
習
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
、
児
童
の
リ
ク
エ

ス
ト
曲
に
合
わ
せ
た
振
り
付
け
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
1
曲
の
ダ

ン
ス
を
完
成
さ
せ
る
の
に
半
年
が

か
り
。
永
尾
さ
ん
は「
遊
び
な
が

ら
運
動
を
好
き
に
さ
せ
る
」と
言

い
な
が
ら
も
、「
ど
ん
な
子
も
難
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
り
、

ま
た
そ
れ
が
で
き
る

の
が
す
ご
い
」と
高

く
評
価
し
ま
す
。

　

3
Ｂ
ジ
ュ
ニ
ア
の

リ
ー
ダ
ー
森
脇
来く
る

未み

さ
ん（
田
鶴
野
小
6

年
）は「
だ
ん
だ
ん
と

テ
ン
ポ
の
早
い
曲
に

な
っ
て
、
み
ん
な
で

合
わ
せ
る
の
が
難
し

い
け
ど
、
本
番
で
上

手
に
踊
れ
た
と
き
は
本
当
に
う
れ

し
い
」と
話
し
ま
す
。
上
級
生
が

下
級
生
の
面
倒
を
見
た
り
、
教
え

た
り
し
て
い
て
、
練
習
中
も
和
気

あ
い
あ
い
。

　

春
に
向
け
、
3
Ｂ
ジ
ュ
ニ
ア
の

メ
ン
バ
ー
は
、
新
た
な
曲
で
の
ダ

ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

▲練習後も元気いっぱい

学
校
探
検
　 

⑧

て
も
ら
い
た
い
」と
話
す
安
積
く

ん
に
日
高
西
中
学
校
を
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

日
高
西
中
学
校
は
、
学
年
を
問

わ
ず
仲
が
良
く
、
特
徴
あ
る
三
つ

の
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、「
地
域
の
方
々
と
の

触
れ
合
い
」で
す
。設
立
4
年
目
の

「
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル
」は
、
希
望

者
が
参
加
し
、
月
に
一
度
、
高
齢

者
宅
や

福
祉
施

設
に
伺

い
、
お

話
や
お

手
伝
い

を
し
て

い
ま
す
。

参
加
し

た
多
く

の
生
徒
か
ら「
昔
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
勉
強
に
な
っ
た
」と
の
感

想
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、読
書
の
時
間
に
は
、地
域

の
方
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
音
楽
の
時
間
を
利
用

し
て
、
和
楽
器
の
演
奏
法
を
教
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
体
育
祭
で

は
、
地
域
の
方
か
ら
教
え
て
も
ら

っ
た
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
伝
統
芸
能
の
継
承
を
は
じ

め
、地
域
の
方
と
の
交
流
を
多
く
取

り
入
れ
た
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」

で
す
。
毎
朝
、
生
活
交
通
委
員
が

校
門
に
立
ち
、
あ
い
さ
つ
を
し
ま

す
。
生
徒
は
、
自
分
か
ら
率
先
し

て
あ
い
さ
つ
し
、
学
校
で
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
で
も
し
っ
か
り
あ
い

さ
つ
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
文
化
祭
で
あ
い
さ

つ
が
で
き
て
い
る
ク
ラ
ス
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
清
掃
活
動
」で
す
。

毎
日
昼
休
み
後
の
15
分
間
、
校
内

を
掃
除
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
は

私
語
を
慎
み
、
集
中
し
て
行
い
ま

す
。
全
校
生
徒
が
意
識
し
て
掃
除

を
し
て
い
る
の
で
、
校
内
は
と
て

も
き
れ
い
で
す
。

　

後
輩
た
ち
に
は
、
校
内
に
設
置

し
て
い
る
意
見
箱
な
ど
で
全
校
生

徒
の
意
見
を
聞
き
、
ま
た
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
よ
り
良
い
学
校
を

つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
編

　

日
高
西
中
学
校
の
在
校
生
は

1
3
4
人
で
、
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
に「
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
と
生

徒
の
絆
を
大
切
に
し
、
明
る
く
活

気
あ
る
日
高
西
中
学
校
に
す
る
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

同
校
に
通
う
安
積
大
地
く
ん
は
、

11
月
末
ま
で
生
徒
会
長
を
務
め
、

部
活
動
は
ク
ラ
フ
ト
部
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
フ
ト
部
で
は
、

学
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の

更
新
を
手
掛

け
た
り
、
パ

ソ
コ
ン
検
定

に
向
け
た
勉

強
を
し
て
い

ま
し
た
。「
パ

ソ
コ
ン
検
定

4
級
を
取
っ
た
と
き
は
、
今
ま
で

の
勉
強
が
役
に
立
っ
て
う
れ
し
か

っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
見

日
高
西
中
学
校（
日
高
）

案
内
者　

安あ

積づ
み

大だ
い

地ち

く
ん（
３
年
2
組
）

▲地域の方から伝統芸能を教わる生徒
たち

※
注
…
ボ
ー
ル
、ベ
ル
、ベ
ル
タ
ー
と
い
う
3
種

の
手
具
を
補
助
具
と
し
て
使
う
体
操
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地
域
で
の
現
状

　

障
害
の
あ
る
方
が
、
社
会
で
自

分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
地
域
と

と
も
に
い
か
に
暮
ら
し
て
い
く
の

か
」と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
方

と
の
交
流
、

地
域
の
方

の
理
解
が

必
要
で
す

が
、
簡
単

に
い
か
な

い
の
が
実
情
で
す
。

　

地
域
に
住
ん
で
い
る
障
害
者
や

そ
の
家
族
か
ら
、「
平
日
に
は
学

校
や
作
業
所
に
行
っ
て
い
る
が
、

土
・
日
曜
日
は
行
き
場
所
が
な

い
」、「
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
生

活
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
に
も
理

解
を
深
め
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た

声
を
聞
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
学
校
や
作
業
所

が
休
み
の
日

に
、
自
身
の

住
ん
で
い
る

地
域
に
気
軽

に
集
ま
れ
る

場
所
が
少
な

　

業
者
か

ら「
以
前

お
申
込
み

い
た
だ
い

た
健
康
食

品
を
、
今

か
ら
送
り
ま
す
」な
ど
と
突
然
電

話
が
あ
り
、
申
し
込
ん
だ
覚
え
が

な
い
と
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

健
康
食
品
を
送
り
つ
け
ら
れ
た
と

い
う
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

業
者
か
ら「
申

し
込
ん
だ
の
だ

か
ら
代
金
を
支
払

え
」と
高
圧
的
に

言
わ
れ
、
購
入
を

承
諾
し
て
し
ま
う

事
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

相
談
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
を
狙
っ
た
健
康
食
品
の
悪

質
な
販
売
手
口
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
事
例

　
「
今
日
、健
康
食
品
を
、7
万
5

千
円
の
代
金
引
換
配
達
で
送
る
」

と
い
う
電
話
が
あ
り
、
私
は
申
し

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
⑨

障
害
者
（
児
）
の
居
場
所
づ
く
り

い
、
地
域
の
方
と
の
交
流
の
機
会

が
限
ら
れ
て
い
る
、
な
ど
の
課
題

が
出
て
き
ま
し
た
。

身
近
な
地
域
で
居
場
所
づ
く
り

　

市
で
は
、
身
近
な
地
域
で
、
楽

し
く
過
ご
せ

て
、
社
会
参

加
の
き
っ
か

け
と
な
り
、

当
事
者
同
士

の
仲
間
づ
く

り
、
地
域
の
方
と
の
交
流
が
で
き

る
よ
う
な
場
所
を「
居
場
所
」と
考

え
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
生

き
生
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
な
居
場

所
づ
く
り
事
業（
※
注
）を
本
年
度

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
お
住
ま
い

の
地
域
で
当
事
業
を
開
催
す
る
と

き
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
気
軽

に
参
加
し
て
、
障
害
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

※
注
…
自
宅
か
ら
歩
い
て
行
け
る

場
所
に
、
仲
間
や
地
域
の
方
と

気
軽
に
集
え
る
場
所
を
作
る
た

め
に
、
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
各
地
域
の
公
民

館
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
45

　
〜
申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
強
引
に
送
り
つ
け
ら
れ
る

健
康
食
品
の
悪
質
な
販
売
手
口
〜

配
達
時
に
宅

配
業
者
な
ど

に
商
品
の
受

取
り
を
拒
否

し
ま
し
ょ
う
。

②
電
話
で
勧
誘

さ
れ
、
断
り
き
れ
ず
に
承
諾
し
、

商
品
が
届
い
た
場
合
は
、
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
8

日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○「
健
康
食
品
」は
あ
く
ま
で
も
食

品
の
一
つ
で
す
。
病
気
の
治
療

目
的
で
健
康
食
品
を
利
用
す
る

こ
と
は
絶
対

に
避
け
ま
し

ょ
う
。

○
周
り
の
高
齢

者
が
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ

う
、
家
族
や
周
囲
の
方
も
注
意

し
、
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
豊
岡
市
く
ら

し
の
相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

込
ん
で
い
な
い
と
伝
え
た
。
業
者

か
ら
は「
1
カ
月
前
に
、
あ
な
た

の
声
で
電
話
注
文
を
受
け
て
い
る
。

録
音
も
し
て
い
る
」と
言
わ
れ
た
。

私
は
申
し
込
ん
で
い
な
い
の
で
受

け
取
れ
な
い
と
答
え
る
と
、「
引
き

取
ら
な
け
れ
ば
、運
送
代
や
梱
包

材
代
を
請
求
す
る
」と
言
わ
れ
た
。

再
度
断
る
と「
5
人
の
弁
護
士
を

連
れ
て
、あ
な
た
の
自
宅
に
出
向
く
。

出
張
費
十
数
万
円
を
請
求
す
る
」

と
脅
さ
れ
た
。
何
度
も
業
者
の
電

話
番
号
を
聞
い
た
が
答
え
な
か
っ

た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
申
し
込
ん
だ
覚
え
が
な
い
場
合

は
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

電
話
で
一
度
断
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
再

度
勧
誘
す

る
こ
と
は
、

特
定
商
取

引
法
の
禁

止
行
為
に
あ
た
り
ま
す
。

○
商
品
が
届
い
て
し
ま
っ
た
ら
…

①
断
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
方

的
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合
は
、

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1
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い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
健

康
に
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
！

（
父 

夏
樹
・
母 

佳
予
子
、九
日
市
上
町
）

　

お
も
し
ろ
か
わ
い
い
愛
來
。こ
れ

か
ら
も
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て

ね
。

（
父 

治
樹
・
母 

麻
美
、但
東
町
中
山
）

能勢愛
あい

來
ら

ちゃん
（平成23年6月24日生）

中嶋彩
いろ

葉
は

ちゃん
（平成22年7月10日生）

　

歌
や
踊
り
が
大
好
き
♡
3
人
の
お

兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
に
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ね
☆　
　
　
　
　
　

（
父 
浩
史
・
母 

志
乃
、城
崎
町
桃
島
）

羽渕月
つき

渚
な

ちゃん
（平成22年10月1日生）

　

1
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
父 

直
樹
・
母 

由
紀
美
、正
法
寺
）

川﨑由
ゆ

依
い

ちゃん
（平成23年8月30日生）

　

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
日
葵

ち
ゃ
ん
。そ
の
笑
顔
で
み
ん
な
を
癒

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

（
父 

裕
也
・
母 

綾
子
、気
比
）

森垣日
ひ

葵
まり

ちゃん
（平成23年10月6日生）

▽
大
森
健
司（
出
石
町
松
枝
）

▽
岸
田
政
則（
城
崎
町
湯
島
）

▽
芹
澤
正ま
さ

志し（
城
崎
町
桃
島
）

▽
椿
野
仁
司（
城
崎
町
湯
島
）

▽
中
川
義
明（
出
石
町
町
分
）

▽
中
村
　
健け
ん（
出
石
町
川
原
）

▽
原
　
良よ
し

式の
り（
城
崎
町
湯
島
）

▽
藤
崎
靖
幸（
出
石
町
上
村
）

▽
増
田
達
哉（
出
石
町
小
人
）

▽
三
井
俊
樹（
城
南
町
）

▽
森
田
多
恵
子（
今
森
）

▽
吉
岡
ふ
さ
ゑ（
森
尾
）

平
成
24
年
度

兵
庫
県
子
ど
も
会
育
成
大
会

■
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
子
ど
も

　
会
連
合
会
理
事
長
表
彰

▽
信し
の

部べ

武
史（
佐
野
）

第
56
回
日
本
学
生
科
学
賞

県
審
査
会

■
神
戸
市
教
育
長
賞

▽
西
村
知ち

鉱ひ
ろ（
出
石
中
1
年
）

兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞 

▽
岡
下
聖き
よ

志し（
城
崎
町
湯
島
）

　

10
月
14
日
、
城
崎
温
泉
街
の
大お
お

谿た
に

川
に
転
落
し
た
男
性
を
救
助
し
、

人
命
救
助
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

豊
岡
市
美
術
展

（
11
月
2
〜
6
日
、
総
合
体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
書
道
　
坪
内
翠す
い

楓ふ
う（
中
央
町
）

▽
写
真
　
入
江
良
一（
大
手
町
）

▽
彫
刻
･
工
芸
　
石
田
悦
子（
桜

町
）

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画
　
岩
本
綾
子（
戸
牧
）

▽
書
道
　
大だ
い

部ぶ

香こ
う

華か（
竹
野
町
林
）

▽
写
真
　
古
林
京
子（
竹
野
町
草

飼
）

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画
　
永
瀬
千
亜
希（
出
石
高

2
年
）

▽
書
道
　
宇う

上じ
ょ
う

夏
希（
豊
岡
高
3
年
）

J
F
A
エ
リ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

女
子
Uｰ

14
韓
国
遠
征  

メ
ン
バ
ー
選
出

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会（
J
F
A
）

は「
世
界
基
準
の
選
手
育
成
」を
目

的
に
、
U

14
・
13
年
代
の
選
手

を
対
象
に「
J
F
A
エ
リ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
で
あ
る
女
子
U

14
韓
国
遠
征（
10
月
27
日
〜
11

月
1
日
）に
、
神か
み

谷や

育な
る

実み

さ
ん（
日

高
東
中
2
年
）が
、
参
加
選
手
と

し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

■
国
税
庁
長
官
賞

▽
平
野
稔と
し

之ゆ
き（
出
石
中
3
年
）

■
兵
庫
県
納
税
貯
蓄
組
合

　
　
　
　
　
　
総
連
合
会
会
長
賞

▽
河か
わ

浪な
み

菜
々
子（
出
石
中
3
年
）

▽
田
渕
巧た
く

人と（
豊
岡
北
中
3
年
）

▽
舩
田
知ち

花か（
但
東
中
2
年
）

第
45
回
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
表
彰

▽
五
荘
文
庫
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル（
上

陰
）

第
45
回
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員

大
会

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員

知
事
表
彰

▽
宮
垣
伊
久
代（
塩
津
）

▽
森
垣
俊
幸（
船
町
）

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
事
感
謝

▽
樋
口
良よ
し

治は
る（
九
日
市
下
町
）

▽
古
澤
俊
郎（
上
佐
野
）

▽
薮
原
令
子（
野
田
）

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員

　
　
　
　
　
　
連
合
会
会
長
感
謝

▽
大
西
伸
弥（
城
崎
町
桃
島
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。
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　☎52－3111
●但東総合支所
　☎54－1000

広報とよおか　2012.12.25 24

催
　
し

豊
岡
市
工
業
会「
新
春
交
流
会
」

日
1
月
24
日（
木
）午
後
3
時
〜

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

6
階　

豊
岡

商
工
会
議
所
会
議
室（
大
磯
町
）

対
市
内
企
業（
会
員
以
外
も
可
）

内○
記
念
講
演

・
演
題
…「
構
造
的
不
況
の
要
因

と
そ
の
対
策
」

・
講
師
…
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
准
教
授　

本
田
逸

郎
さ
ん

○
活
動
報
告

○
懇
親
会（
午
後
5
時
30
分
〜
・

じ
ば
さ
ん
但
馬　

5
階　

豊
岡

鞄
協
会
ホ
ー
ル
）

料
懇
親
会
の
み
4
千
円

申
方
企
業
名
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

で
連
絡

申
期
1
月
15
日（
火
）

申
問
経
済
課
☎
21

9
0
2
4

　
Ｆ
22

3
8
7
2

　
メm

onozukuri@
city.
toyooka.lg.jp

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春
特
別
開
館

日
1
月
3
日（
木
）・
4
日（
金
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

※
12
月
28
日（
金
）〜
1
月
2
日

（
水
）は
休
館

■
法ほ
っ

花け
い

寺じ

万
歳

日
1
月
3
日（
木
）午
前
10
時
30
分
〜

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館　

多
目
的

ホ
ー
ル（
祥
雲
寺
）

■
風
景
映
像「
城
崎
ス
ケ
ッ
チ
」・

「
但
東
ス
ケ
ッ
チ
」上
映

日
1
月
3
日（
木
）・
4
日（
金
）午

前
9
時
〜
午
後
5
時

所
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館　

シ
ア
タ

ー
ル
ー
ム

■
隣
接
施
設
の
休
業
日
・
初
売
り

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

・
休
業
日　

12
月
30
日（
日
）午
後

〜
1
月
2
日（
水
）

・
初
売
り　

1
月
3
日（
木
）

※
福
袋
・
甘
酒
を
販
売

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
直
売
所

・
休
業
日　

12
月
29
日（
土
）〜
1

月
3
日（
木
）

・
初
売
り　

1
月
4
日（
金
）

※
1
月
6
日（
日
）は
七
草
粥
の
振

る
舞
い

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

　

☎
23

7
7
5
0

お
正
月
遊
び
、運
動
遊
び
と
鏡
開
き

○
お
正
月
遊
び

日
1
月
8
日（
火
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

内
羽
根
突
き
、
福
笑
い
、
か
る
た

な
ど

○
運
動
遊
び
と
鏡
開
き

日
1
月
15
日（
火
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
0
時
30
分

内
運
動
遊
び
、
お
雑
煮
会

講
師
こ
ど
も
育
成
課　

仲
義　

健

持
お
餅
、
お
茶
、
箸

共
通
事
項

所
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
竹
野

町
和
田
）

対
乳
幼
児
と
保
護
者

問
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
47

2
0
3
0

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
特
別
図
書
整
理
に
伴
う
休
館

　

図
書
館
を
快
適
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
蔵
書
点
検
や
書
架

整
理
な
ど
の
館
内
整
備
を
全
館
で

順
次
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
整
理
期
間
中
の
図
書
返

却
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
ま
た
は
整

理
期
間
で
は
な
い
図
書
館
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

※
1
月
14
日（
月
）・2
月
11
日（
月
）

は
祝
日
の
た
め
、1
月
31
日（
木
）

は
通
常
の
図
書
整
理
日
の
た
め

実施館 整理期間
城崎分館 １月15日（火）～17日（木）
竹野分館 １月21日（月）～23日（水）
日高分館 １月28日（月）～31日（木）
出石分館 ２月４日（月）～６日（水）
図書館本館 ２月12日（火）～21日（木）
但東分館 ２月25日（月）～27日（水）

＜各館日程＞

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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全
館
休
館
、
2
月
28
日（
木
）は

全
分
館
休
館

問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

■
第
7
回
新
春
か
る
た
大
会

日
1
月
19
日（
土
）午
後
2
時

所
竹
野
地
区
公
民
館　

多
目
的
ホ

ー
ル（
竹
野
町
竹
野
）

対
小
学
生
以
上

内
第
一
部
…
か
る
た
大
会
、
第
二

部
…
百
人
一
首
大
会

申
期
1
月
16
日（
水
）

申
問
図
書
館
竹
野
分
館

　

☎
21

9
0
7
8

東
北
大
震
災
を
考
え
る

ｰ

い
の
ち
支
え
、つ
な
が
るｰ

講
演
会

日
1
月
20
日（
日
）午
後
1
時
〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬　

多
目
的
ホ
ー

ル（
大
磯
町
）

内○
講
演

・
演
題
…「
大
震
災
の
被
災
地
か

ら　

宮
城
県
南
三
陸
町
」

・
講
師
…
南
三
陸
町
社
会
福
祉
協

議
会
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
長　

猪い
の

又ま
た

隆
弘
さ
ん

○
活
動
報
告
・
意
見
交
換

○
ラ
イ
ブ
・
コ
ー
ラ
ス

定
3
0
0
人

問
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
・
い
の
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　

☎
26

1
1
0
1

募
　
集

平
成
25
年
度
公
立
豊
岡
病
院

組
合
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
臨
床
検
査
技

師
・
1
人

受
験
資
格
昭
和
57
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、臨
床
検
査

技
師
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
平

成
25
年
春
に
取
得
見
込
み
の
方

試
験
日
1
月
29
日（
火
）

試
験
会
場
公
立
豊
岡
病
院（
戸
牧
）

試
験
方
法
教
養
試
験
、
作
文
試
験
、

面
接
試
験

採
用
予
定
日
4
月
1
日

申
期
1
月
4
日（
金
）〜
24
日（
木
）

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管

理
事
務
所
総
務
部
人
事
課

　

☎
22

6
1
1
1

平
成
25
年
度
社
会
福
祉
法
人

蓼た
で

川
福
祉
会
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
保
育
士（
準
職
員
）・

2
人

受
験
資
格
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園

教
論
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
25
年
3
月
末
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方

選
考
日
1
月
20
日（
日
）午
前
9
時
〜

所
蓼
川
保
育
園

選
考
方
法
面
接
・
小
論
文
・
保
育

実
技（
ピ
ア
ノ
・
歌
唱
・
絵
本
）

※
詳
細
は
、
申
込
み
後
に
連
絡

雇
用
期
間
4
月
1
日
〜
平
成
26
年

3
月
31
日

※
期
間
の
更
新
あ
り

申
方
履
歴
書
に
記
入（
自
署
）の
上
、

持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
1
月
10
日（
木
）消
印
有
効

他
3
月
中
旬
〜
下
旬
に
研
修
を
実
施

申
問
社
会
福
祉
法
人
蓼
川
福
祉
会

蓼
川
保
育
園（
〒
6
6
9

5 

3
0
5　

日
高
町
祢に
ょ
う布
1

 
0
 0 

1

2
）☎
42

0
1
6
9

北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数
作
業
療
法
士
お
よ

び
心
理
士
・
各
1
人

受
験
資
格
作
業
療
法
士
、
心
理
士

免
許
を
有
す
る
方
で
、
普
通
自

動
車
免
許
所
持
者

雇
用
期
間
4
月
1
日
〜
平
成
26
年

3
月
31
日

※
期
間
の
更
新
あ
り

業
務
内
容
療
育
・
発
達
評
価
に
関

す
る
業
務
な
ど

勤
務
条
件

・
給
与（
日
給
）…
作
業
療
法
士
1

万
2
千
円
、
心
理
士
8
4
0
0

円
・
勤
務
時
間
…
週
40
時
間（
平
日

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
）

・
休
日
…
土
・
日
曜
日
、
祝
日

試
験
方
法
書
類
審
査
・
面
接

※
試
験
日
は
後
日
連
絡

申
方
履
歴
書
に
記
入
の
上
、提
出
書

類
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
2
月
28
日（
木
）必
着

※
採
用
者
の
決
定
の
有
無
に
よ
り
、

期
限
を
短
縮
・
延
長
す
る
場
合

あ
り

他
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー（
〒

6
6
8

0
0
6
5　

戸
牧
1 

0
2
9
11
）☎
22
8
6
8
8

「
放
送
大
学
」

平
成
25
年
度
4
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
、

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
な

ど
の
幅
広
い
分
野
を
学
び
ま
す
。

申
期
2
月
28
日（
木
）

他
問
い
合
わ
せ
に
よ
り
、
詳
し
い

資
料
を
送
付

申
問
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8
8
0
5
0
0
5
2

　
ホhttp://w

w
w
.ouj.ac.jp

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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募集種目 応募資格 試験 試験日 申込期間

防衛大学校
学生

高等学校を卒
業（見込み含
む）した21歳
未満の方

・１次
学科試験
・２次
口述試験など

・１次
３月２日（土）
・２次
３月15日（金）

１月23日（水）
～２月１日（金）

※定員、申込方法などの詳細は問い合わせ
▷申込み・問合せ　自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22-3978

但
馬
ド
ー
ム
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

参
加
者
募
集

■
一
般
の
部

日
1
月
12
日（
土
）午
後
2
時
〜
4
時

対
18
歳
以
上
の
方

内
テ
ニ
ス
の
基
本
動
作
、
基
礎
技

術
、
応
用
技
術
を
初
心
者
に
も

丁
寧
に
指
導

料
千
円

定
50
人

■
高
校
生
以
下
の
部

日
1
月
13
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午

対
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生
、
高

校
生

内
中
学
生
・
高
校
生
に
は
、
テ
ニ

ス
の
基
本
動
作
、
基
礎
技
術
、

応
用
技
術
を
指
導
。
小
学
生
以

下
に
は
、
ボ
ー
ル
の
当
て
方
や

ル
ー
ル
な
ど
を
指
導

料
5
0
0
円

定
60
人

共
通
事
項

所
県
立
但
馬
ド
ー
ム　

多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド（
日
高
町
名
色
）

講
師
園
田
学
園
女
子
大
学
テ
ニ
ス

部
監
督
、
コ
ー
チ
、
選
手

申
方
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
、
ま
た
は
来
館

申
期
1
月
8
日（
火
）

持
所
有
の
方
の
み
ラ
ケ
ッ
ト

申
問
県
立
但
馬
ド
ー
ム（
〒
6
 6 

9

5
3
7
9　

日
高
町
名
色

88

50
）☎
45

1
9
0
0

　
Ｆ
45

1
9
0
1

　
メinfo@

tajim
adom

e.jp

「
ひ
だ
か
市
民
吹
奏
楽
の
つ
ど
い
」

出
演
メ
ン
バ
ー
募
集

　

3
月
24
日（
日
）に
日
高
文
化
体

育
館
で「
ひ
だ
か
市
民
吹
奏
楽
の
つ

ど
い
」を
開
催
す
る
こ
と
に
伴
い
、

出
演
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
事
前
の
合
同
練
習
お
よ
び
当
日
、

演
奏
に
参
加
で
き
る
方（
個
人

参
加
の
み
）

定
20
人
程
度

申
期
1
月
18
日（
金
）

他
事
前
に
大
阪
音
楽
大
学
・
西
宮

市
吹
奏
楽
団
音
楽
監
督
の
北
野

徹
さ
ん
の
指
導
あ
り

申
問
日
高
文
化
体
育
館

　

☎
42

2
5
0
5

講
　
習

普
通
救
命
講
習

講
習
種
別
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
1
月
19
日（
土
）午
前
9
時
〜
正
午

所
竹
野
総
合
支
所　

2
階　

多
目

的
ホ
ー
ル（
竹
野
町
竹
野
）

内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、A

E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
方
法
、

大
出
血
時
の
止
血
法
、

窒
息
時
の
処
置

定
30
人

申
方
豊
岡
消
防
署
、
各
分
署
、
出

張
所
、
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る

申
込
用
紙（
市
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
記
入

の
上
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
1
月
15
日（
火
）必
着

申
問
豊
岡
消
防
署
救
急
係（
〒
6 

6
8
0
0
5
5　

昭
和
町
4

33
）☎
24

8
0
3
8

　
Ｆ
24

1
2
7
8

　
メshobo-keibo@

city.
toyooka.lg.jp

　
ホhttp://119.city.

toyooka.lg.jp

相
　
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

日
1
月
25
日（
金
）午
後
1
時
〜
4

時
30
分

※
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設（
立
野
町
）

内「
気
分
が
落
ち

込
み
元
気
が
出

な
い
」な
ど
、心

の
悩
み
を
臨
床

心
理
士
や
保
健
師
に
相
談

※
事
前
申
込
み
必
要

他・
家
族
か
ら
の
相
談
も
可

・
個
人
の
秘
密
は
厳
守

申
問
健
康
増
進
課

　

☎
24

1
1
2
7

防衛大学校（後期）学生募集
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母（
父
）子
家
庭
等
特
別
相
談

日
1
月
11
日（
金
）

※
時
間
は
、
相
談
者
の
人
数
に
よ

り
決
定
し
、
後
日
連
絡

所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉
施

設　

1
階　

D
会
議
室（
立
野

町
）

対
母
子
家
庭
の
母
と
子
、
寡
婦
お

よ
び
父
子
家
庭
の
父
と
子

相
談
内
容

・
離
婚
に
関
す
る
こ
と

・
こ
ど
も
の
親
権
、
養
育
費

・
別
れ
た
配
偶
者
の
残
し
た
借
金

・
遺
産
相
続
、
財
産
分
与
な
ど

相
談
員
専
門
相
談
員（
弁
護
士
）

申
期
1
月
4
日（
金
）

申
問
社
会
福
祉
課
生
活
援
護
係　

☎
24

7
0
3
1

制
　
度

「
兵
庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度
」

利
用
証
の
交
付

　

県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
、元
気
に
活
動
が
で
き
る「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」を
目
指
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て「
兵
庫

ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
制
度
」を
設

け
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
兵
庫
県
豊
岡
健
康

福
祉
事
務
所
で
の
み
利
用
証
を
交

付
し
て
い
ま
す
が
、
1
月
か
ら
は

市
で
も
交
付
し
ま
す
。

制
度
概
要
障
害
の
あ
る
方
な
ど
の

た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
適
正

に
利
用
す
る
た
め
、
県
が
県
内

共
通
の
利
用
証
を
交
付
す
る

対
象
駐
車
施
設
公
共
施
設
や
商
業

施
設
、

飲
食
店
、

病
院
な

ど
の
駐

車
場
で
、

「
兵
庫
ゆ
ず
り
あ
い
駐
車
場
」の

案
内
表
示
が
あ
る
駐
車
区
画

※
対
象
駐
車
施
設
は
、
兵
庫
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

利
用
証
交
付
対
象
者
身
体
障
害
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、

難
病
患
者
、
高
齢
者
、
妊
産
婦
、

傷
病
人
な
ど
で
、
歩
行
が
困
難

な
方

申
請
方
法
所
定
の
申
請
書
に
記
入

の
上
、
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
書
類（
身
体
障
害

者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
、母
子
健
康
手
帳
、傷

病
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
医
師

診
断
書
な
ど
）を
添
え
て
持
参

申
請
・
交
付

・
兵
庫
県
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

監
査
・
福
祉
課（
豊
岡
総
合
庁

舎
内
・
幸
町
）

・
市
役
所
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係（
立
野
町
）

問
兵
庫
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉

局
障
害
者
支
援
課

　

☎
0
7
8
3
6
2
4
3
7
9

　
Ｆ
0
7
8
3
6
2
9
0
4
0

　
ホhttp://w

eb.pref.hyogo.
lg.jp/

要
援
護
世
帯
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し

補
助
制
度（
一部
改
正
）

　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
重
度
の
障
害
者
な
ど
、自
力
で

屋
根
の
雪
下
ろ
し
が

困
難
な
方
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
業

者
に
依
頼
し
、
屋
根

の
雪
下
ろ
し
を
行
っ

た
場
合
に
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す（
今
回

か
ら
対
象
に
母
子
世
帯
を
追
加
）。

対
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

で
次
に
該
当
す
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
重
度
障
害
者
の
み
の
世
帯

③
母
子
世
帯（
18
歳
未
満
の
子
と

母
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
）

④
①
〜
③
の
組
み
合
わ
せ
の
世
帯

※
①
②
の
世
帯
に
18
歳
未
満
の
方

が
い
て
も
可

※
自
治
会
や
近
所
の
方
、
親
族
な

ど
、
雪
下
ろ
し
の
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
対

象
外

※
世
帯
は
、
住
民
票
上
の
世
帯
で

は
な
く
、
実
際
の
居
住
実
態
な

ど
を
考
慮
し
て
市
が
判
断

補
助
金
額
1
回
の
雪
下
ろ
し
に
要

し
た
費
用
の
2
分
の
1（
2
万

円
を
限
度
）

補
助
回
数
1
年
度
1
世
帯
に
つ
き

3
回

申
請
方
法
雪
下
ろ
し
を
行
っ
た
後
、

支
払
っ
た
費
用
の
領
収
書
を
添

え
て
申
請
書
、
実
施
報
告
書
を

提
出

申
請
書
設
置
場
所
高
年
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

他
雪
下
ろ
し
対
応
業
者
の
指
定
は

特
に
な
し
。
依
頼
す
る
業
者
が

分
か
ら
な
い
方
は
、
高
年
福
祉

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
に
問
い
合
わ
せ

■
雪
下
ろ
し
を
実
施
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

対
応
で
き
る
業
者
は
、
雪
下
ろ

し
対
応
可
能
業
者
と
し
て
市
民
に

情
報
提
供
し
ま
す
の
で
、
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
請
問
高
年
福
祉
課
高
年
福
祉
係

☎
29

0
0
5
5
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そ
の
他

市
立
診
療
所
の
休
診
の
お
知
ら
せ

　

診
療
所
で
は
、
年
末
年
始
を
次

の
と
お
り
休
診
し
ま
す
。

■
森
本
診
療
所
☎
48

0
0
0
1

休
診
日
12
月
29
日（
土
）〜
1
月
3

日（
木
）、
1
月
5
日（
土
）・
6

日（
日
）

■
神
鍋
診
療
所
☎
45

0
0
0
3

休
診
日
12
月
29
日（
土
）〜
1
月
3

日（
木
）、
1
月
5
日（
土
）・
6

日（
日
）

■
資
母
診
療
所
☎
56

0
3
0
3

休
診
日
12
月
29
日（
土
）〜
1
月
6

日（
日
）

■
高
橋
診
療
所
☎
55

0
0
3
6

休
診
日
12
月
29
日（
土
）〜
1
月
3

日（
木
）、
1
月
5
日（
土
）・
6

日（
日
）

災
害
見
舞
金
支
給
基
準
の
変
更

　

災
害
対
策
本
部
等
が
設
置
さ
れ

た
暴
風
や
豪
雨
、
豪
雪
な
ど
の
災

害
で
、
被
災
し
た
方
に
対
す
る
災

害
見
舞
金
の
支
給
基
準
を
変
更
し

ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
、
負
傷
の
場
合
の

具
体
的
な
入
院
日
数
に
基
づ
く
基

準
に
変
更
し
、
こ
れ
ま
で「
医
師

の
治
療
に
要
す
る
期
間
が
30
日
以

上
の
も
の
に
限
る
」と
し
て
い
た

も
の
を「
10
日
以
上
の
入
院
を
要

す
る
場
合
に
限
る
」と
し
た
も
の

で
す
。

　

支
給
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

3
月
31
日

対
象
施
設

・
体
育
館
…
総
合
体
育
館
、
市
民

体
育
館
、
日
高
文
化
体
育
館

・
野
球
場
…
こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ

ア
ム
、
植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー

ツ
公
園
、
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

・
そ
の
他
…
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
、
円
山

川
運
動
公
園
、
神
美
台
ス
ポ
ー

ツ
公
園

申
方
各
施
設
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
記

入
の
上
、
持
参

申
期
1
月
16
日（
水
）午
後
5
時

他・
使
用
申
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
等
に

行
う
大
会
、
行
事
な
ど
を
原
則

と
す
る

・
希
望
者
が
重
複
す
る
場
合
に
は
、

各
代
表
者
に
よ
る
調
整
会
議

（
2
月
開
催
予
定
、各
代
表
者
に

連
絡
）で
調
整
。
た
だ
し
、①
市

の
行
事
②
そ
の
他
一
般
行
事
③

営
利
宣
伝
行
事　

の
順
で
優
先

・
施
設
に
よ
っ
て
は
、
使
用
で
き

な
い
期
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

申
込
み
時
に
要
項
で
確
認

申
問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
3

井
上
香
織
選
手
を
応
援
す
る
会

「
決
算
」、
写
真
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
展
示

　

井
上
香
織
選
手
を
応
援
す
る
会

の
決
算
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、

報
告
し
ま
す
。

　

ま
た
、

銅
メ
ダ
ル

獲
得
の
功

績
を
次
代

ま
で
た
た

え
る
よ
う
、井
上
選
手
や
豊
岡
で
の

応
援
の
様
子
の
写
真
、
ユ
ニ
ホ
ー

ム
、市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
色

紙
を
総
合
体
育
館
に
展
示
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

9
0
2
3

被害等の内容 災害見舞金の額
居住する住宅の全壊、
全焼または流失 １世帯につき50,000円
居住する住宅の半壊
または半焼 １世帯につき20,000円
居住する住宅の床上
浸水 １世帯につき10,000円
死亡 １人につき50,000円
負傷 １人につき10,000円
※負傷に係る支給は、10日以上の入院を要す
る場合に限る（申請が必要）。

項目 金額
収入 募金額 2,378,907円

雑入 25円
計 2,378,932円
項目 金額

支出

消耗品費（応援グッズ、看板など） 735,064円
印刷費 1,498円
委託料（パブリックビュー設営２回）1,509,450円
通信運搬費（郵便料） 109,000円
手数料 1,420円
予備費 22,500円

計 2,378,932円

※
負
傷
の
場
合
の
み
申
請
が
必
要
。

該
当
す
る
場
合
は
、
社
会
福
祉

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
に
あ
る
所
定
の
様
式
に
記

入
の
上
、
申
請

申
請
問
社
会
福
祉
課

　

☎
24

7
0
3
2
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

平
成
25
年
度

社
会
体
育
施
設
使
用
希
望
調
査

対
象
期
間
4
月
1
日
〜
平
成
26
年
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公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携
　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■「
コ
ン
ビ
ニ
」で
市
税
の
納
付
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

1
月
10
日（
木
）か
ら
、「
コ
ン
ビ

ニ（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）」で

市
税
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
送
付
し
て
い
る

納
付
書
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取

り
扱
い
が
で
き
ず
、
当
面
の
間
は
、

市
役
所
で
再
発
行
す
る
納
付
書
だ

け
が
取
り
扱
い
の
対
象
で
す（
納
付

書
の
表
面
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字

の
な
い
も
の
は
、コ
ン
ビ
ニ
で
の

取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
）。

　
本
格
的
な
取
り
扱
い
は
、
4
月

に
送
付
予
定
の
固
定
資
産
税
か
ら

に
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

で
き
る
税
目
は
、
市

県
民
税（
普
通
徴
収

の
み
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

　

次
の
コ
ン
ビ
ニ
の
全
国
の
店
舗

で
利
用
で
き
ま
す
。

　

エ
ブ
リ
ワ
ン
、
M
M
K
設
置
店
、

く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
コ
コ
ス
ト
ア
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
、
サ

ー
ク
ル
K
、サ
ン
ク
ス
、ス
パ
ー

（
北
海
道
）、ス
リ
ー
エ
イ
ト
、ス

リ
ー
エ
フ
、
生
活
彩
家
、
セ
イ

コ
ー
マ
ー
ト
、セ
ー
ブ
オ
ン
、セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
タ
イ
エ
ー
、

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ハ
セ
ガ

ワ
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
ポ
プ
ラ
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、

ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ

イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
ロ
ー
ソ
ン

■
日
曜
納
税
相
談

日
1
月
13
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階（
税
務

課
内
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
1
月
8
日（
火
）午

後
1
時
〜
22
日（
火
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
1
月
29
日（
火
）午

後
1
時
〜
31
日（
木
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
2
月
8
日（
金
）午

後
3
時

公
売
物
件
自
家
用
車

な
ど
20
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
参
加（
1

月
8
日
公
開
予
定
）。

　
http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/hyg_toyooka_

city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、原
則

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要

（
公
売
保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
下
見
会
へ
の
参
加
申
込
み

は
不
要
で
す
。

日
1
月
13
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階
ロ
ビ
ー

※
大
型
物
件
は
、
下
見
会
に
展
示

し
ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
情
報
を

提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

問
税
務
課
収
税
係
☎
23
1
1
1
8

豊
岡
市
長
選
挙

　

任
期
満
了
〔
平
成
25
年
4
月
30

日（
火
）〕
に
伴
う
、
豊
岡
市
長
選

挙
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

告
示
日
4
月
14
日（
日
）

投
開
票
日
4
月
21
日（
日
）

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
2
月
27
日（
水
）午
前
10
時
〜

所
市
役
所
東
庁
舎
別
館　

2
階　

会
議
室

※
参
加
は
、
1
陣
営
2
人
以
内

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
23

5
4
5
4

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

月日 担当医師・
住所

１
月

20日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

27日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）



　今月は、｢修理ボランティア｣を紹介します。
　市立図書館修理ボランティアの皆さんは、現在７人。
　活動の内容は、ずばり本の修理です。図書館の本は、
多くの方に利用されているため、どうしてもページの破
れや外れ、汚れなどが発生してしまいます。あってはな

らないことですが、中には落書きがあることも…。
　このような本を見事に修理し、再び利用可能な本とし
て復活させる皆さんは、本当にありがたい存在です。
≪随時募集≫みんなの大切な本の修理にご協力いただけ
る方を募集しています。図書館本館に問い合わせください。

－図書館では、ボランティアの皆さんに多くの支援をしていただいています③－

雪の本
< 一 般 >

ちくま日本文学全集39巻
中野重治
中野重治／著（筑摩書房）

　｢やるか｣｢うん｣で、子どもたちは各々の手
首と手のひらの境目あたりに、固めた雪を載
せる。すぐに痛みがくる。それでもお互いの
顔を見合わせながら我慢する。これが「どう
き｣の我慢くらべだ―。（「梨の花」から）
　故郷福井県丸岡町を舞台にした｢梨の花｣
ほかの作品を収録。

< じ ど う >
しろいゆきあかるいゆき
トレッセルト／作、デュボアザン／絵 
江國香織／訳（岩波書店）

　雪の前ぶれを、お百姓さんは匂い
で感じ、お巡りさんの奥さんはつま先
の痛みで感じました。そして降り始め
た雪はどんどん積もって…。
　かろやかな詩のリズムに、雪の季節
に暮らす人々の様子を描いた絵本。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

1月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所2階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

1月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 火 （休館日）
2 水 （休館日）
3 木 （休館日）
4 金 （休館日）
5 土
6 日
7 月
8 火 （休館日）

9 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00 ～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

10 木
11 金

12 土

10：10 ～ 本館 土曜としょかん（工作：むかしのおもちゃ）　幼 児

10：30 ～

城崎 おはなしランド（工作：かんたん門松作り）　児

竹野 テーマであそぼ！｢おめでとう！あたらしい年の
はじまりだ!」（サイコロカレンダー作り）　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児
但東 おはなしのもり　幼 児

13 日
14 月 （休館日）
15 火 （休館日）

16 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
城崎 城崎分館特別図書整理〔～17日（木）〕

17 木 10：30 ～ 日高 絵本の時間（日高子育てセンター）　乳
18 金

19 土 14：00 ～ 竹野 新春かるた大会　児 般
但東 切り紙Art　般

20 日
21 月 竹野 竹野分館特別図書整理〔～23日（水）〕
22 火 （休館日）
23 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

24 木 10：30 ～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

25 金

26 土 10：30 ～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 ～ 本館 おはなし会　幼 児
27 日 14：00 ～ 出石 としょかん・くらぶ　児
28 月 日高 日高分館特別図書整理〔～30日（水）〕
29 火 （休館日）
30 水 10：30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
31 木 （休館日）

広報とよおか　2012.12.25 30



1月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

そとあそび広場　於：子育てセンターテラス
日　時 23日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 寒さに負けないで、雪遊び

食育大豆講座

絵本の読み聞かせと折り紙

廃材椅子を作ろう

ベビーマッサージ

なかよし広場

おでかけ広場　於：資母地区公民館

日　時 19日（土）午前10時～午後１時30分
対　象 子育て中の親子と家族
内　容 コーナー遊び（こま回し・羽根つき・かるたとり・福笑い　など）
申込期限 10日（木） その他 昼食：１食150円

日　時 23日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着15組
講　師 こども育成課　仲義 健、西松夕紀子
申込開始 10日（木）

日　時 ９日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 参加費 １家庭100円
内　容 こま、福笑いなどのお正月あそび＆お楽しみ会

日　時 30日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者　先着15組
内　容 親子体操（ベビーマッサージ含む）
講　師 ３Ｂ協会　永尾恵子さん 申込開始 17日（木）

日　時 23日（水）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
テーマ 子どもは育てられたように育つ 申込開始 ９日（水）

日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 大豆に関する食育講座 申込期限 ９日（水）

日　時 19日（土）午前10時30分～11時45分
対　象 ２歳以上の幼児とお父さん（家族の参加大歓迎！）　20組
講　師 こども育成課　仲義　健 申込開始 ９日（水）

日　時 10日（木）午後１時30分～３時
対　象 ４カ月～１歳の乳児と保護者　　25組
内　容 ベビーマッサージと赤ちゃんへのスキンシップの話､ 参加者の交流
講　師 ベビーマッサージ　インストラクター　土生田尚子さん
持ち物 バスタオル 申込開始 ４日（金）

日　時 18日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、相談、交流、ふれあい遊び、計測

日　時 28日（月）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 餅つき会、お楽しみ会
参加費 １家庭100円
持ち物 お茶、エプロン 申込期限 25日（金）

なかよし広場

パパと遊ぼうデー　おやこっこ運動遊び

1月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

日　時 16日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、子育て支援ボランティア

日　時 24日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

日　時 24日（木）午前11時～正午
29日（火）午前10時30分～11時30分

対　象 どなたでも（２回とも参加できる方）　12人
内　容 パルプ芯を使った椅子作り
持ち物 布１メートル・直径30センチくらいの座布団大の綿、はさみ

おやこっこリズム遊び
ほっとたいむ＆わらべうた遊び＆おやこふれあいたいむ
日　時

①ほっとたいむ ７日（月）、24日（木）午前11時～
②わらべうた遊び 10日（木）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 28日（月）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②わらべうたや折り紙遊び

③紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

おたのしみ広場

なかよし広場

絵本の読み聞かせの会

伝承遊び　於：センター、弘道地区公民館

伝承あそび＆お楽しみ会

親子３Ｂ体操

親子運動遊び

日　時 23日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 紙芝居、ダンス、クラリネットミニコンサートなど

日　時 24日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師の話～こどものほめ方、叱り方～、計測、子育て相談

日　時 17日(木)午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 25日（金）午後１時30分～２時30分
対　象 ４歳以上の幼児と保護者　　15組
内　容 お手玉や鳴子を使ったリズム遊び、筒太鼓､ ストレッチ
申込開始 11日（金）

日　時 ６日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうデー

なかよし広場

日　時 12日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と家族
内　容 歩いて、走って温まろう（Let’s歩キング）

日　時 16日（水）午前10時～正午
対　象 １歳くらいまでの乳児と保護者（新生児、妊婦も歓迎）
内　容 保健師による計測、ベビー体操、お母さん体操　など
持ち物 バスタオル、ハンドタオル

わいわいコーラス
日　時 22日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 冬の歌や懐かしい唱歌を歌う

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

おはなし広場
日　時 ５日（土）、12日（土）、26日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第６回新春ファミリー音楽祭
　ほのぼのとした温か
いコンサート。家族な
らではの、息の合った
楽しいステージをお楽
しみください。

■プラザ　シネマ・シネマ
　1950年代から60年代の名作４本をお届けします。

■スターダスト･レビュー
　ライブツアー「Ｂ.Ｏ.Ｎ.Ｄ」
　精力的なライブパフォー
マンスで圧倒的な人気を博
すスターダスト･レビュー
の全国ライブツアー

■アートスクールⅢコミュニティアートプログラム
　コンテンポラリーダンスワークショップ

受講者募集！
　自由で斬新なコンテンポラリー（現代）ダンスの
ワークショップを開講します。形にとらわれない身
体表現で、新しい自分と出会ってみませんか。

■とよおか･シネマオアシスvol.10
　『奇跡』
　子どもたちの輝きと、家族の
温かさを描いた感動の物語

　３月16日（土）
　　開演17：30（開場17：00）
◇入場料　全席指定6,500円
　　　　　（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　３月８日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　２月２日（土）　開講19：00
◇場　所　リハーサル室
◇対　象　高校生以上の方
　　　　※高校生は保護者の同意が

必要です。
◇講　師　砂

じゃ

連
れ

尾
お

　理
おさむ

さん
　　　　　2002年｢T

ト ヨ タ
OYOTA C

コ レ オ グ ラ フ ィ ー
HOREOGRAPHY 

A
ア ワ ー ド
WARD 2002｣で、｢次代を担う振付家賞

（グランプリ）｣｢オーディエンス賞｣受賞
◇受講料　無料　◇定　員　20人
◇申込期限　定員に達するまで
※当日参加も可能ですが、できるだけ事前に申し込
　みください。

　１月20日（日）　
　　２回上映
　　１回目　上映10：30（開場10：00）
　　２回目　上映14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由  一般1,000円 中学生以下500円
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　１月11日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　１月13日（日）
　　開演14：00
　（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　公募の家族
◇入場料　無料
◇一時保育　12月28日（金）までに申し込みください
　　　　　　（12月29日～１月３日は休館です）。

　２月２日（土）・３日（日）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　２日（土）10：00～｢雪之丞変化」
　　　　　　　　　13：30～｢暁の脱走」
　　　　　３日（日）10：00～｢悪名」
　　　　　　　　　13：30～｢隠し砦の三悪人」
◇入場料　１作品500円
　　　　　（全作品共通
　　　　　１回限り有効）
　　　　　２作品鑑賞券
　　　　　800円
◇一時保育　１月23日（水）

までに申し込
みください。

◇チケット発売中

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
ひぼこホール、図書館本館･但東分館、城崎･竹野･
日高地区公民館でも購入できます。

■第98回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親し
んでいただくために、毎月１
回程度コンサートを開催して
います。

　１月26日（土）　開演12：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　パックマンズ＆ぽんず+＠
◇内　容　アコースティックコンサート
◇曲　目　三日月、栄光の架け橋　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。
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平成24年12月1日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳+外国人登録総数）

1月の主な行事
JANUARY

平成25年

15（火）うんどう遊びと鏡開き
（10：30～竹野子育てセンター）

16（水）なかよし広場
（９：30～豊岡子育て総合センター）

なかよし広場
（10：00～竹野子育てセンター）

食育大豆講座
（10：30～城崎子育てセンター）

17（木）
18（金）
19（土）
20（日）田んぼの学校

（９：30～コウノトリ文化館周辺）
とよおか･シネマオアシスvol.10

（10：30～、14：00～市民会館）

21（月）おでかけ広場（10：15～日高地区公民館）

22（火）
23（水）
24（木）絵本の読み聞かせと折り紙

（10：30～城崎子育てセンター）
なかよし広場

（10：30～日高子育てセンター）

25（金）
26（土）第98回サロンコンサート

（12：30～豊岡市民プラザ）
まちぐるみ学校支援シンポジウム

（14：00～豊岡市民プラザ）

27（日）市民防災学習会（13：10～豊岡市民プラザ）

28（月）
29（火）
30（水）
31（木）

ひ
と
り
ご
と

1（火）元日第28回企画展｢袴
はか
狭
ざ
遺跡は但馬国府か!?｣

（但馬国府・国分寺館、～２月26日）
第59回企画展｢モンゴル写真展｣
（日本・モンゴル民族博物館、～４月２日）

2（水）
3（木）コウノトリ文化館新春特別開館

（コウノトリ文化館、～４日）

4（金）豊岡市賀詞交換会
（11：00～豊岡市民プラザ）

5（土）
6（日）豊岡消防団出初式

（９：00～市民体育館および市営中央駐車場）
竹野消防団出初式（９：00～竹野中学校）
但東消防団出初式（９：30～但東市民セン
ターおよび但東総合支所前駐車場）
城崎消防団出初式（10：00～城崎総合支所）
パパと遊ぼうＤ

デ ー
ＡＹ！

（10：30～日高子育てセンター）

7（月）
8（火）
9（水）豊岡ノーマイカーデー（市全域）

10（木）
11（金）
12（土）第15回プラザ寄席「ふれ愛亭」

（14：00～豊岡市民プラザ）

13（日）出石消防団出初式
（９：30～出石文化会館ひぼこホール）

豊岡市成人式（13：30～市民会館）
第６回新春ファミリー音楽祭

（14：00～豊岡市民プラザ）

14（月）成人の日

▼「
あ
く
び
」に
は
謎
が
多
い
が
、あ
る

脳
生
理
学
者
は「
ほ
め
る
べ
き
行
動
」と

言
う
。朝
の
あ
く
び
は
体
を
睡
眠
か
ら

覚
醒
へ
誘
導
す
る
。
ま
た
、
夜
の
運
転

中
の
あ
く
び
は
、
寝
な
い
よ
う
、
起
き

よ
う
、と
す
る
気
持
ち
の
表
れ
な
の
だ

と
か
。
…
結
局
眠
い
っ
て
こ
と
!? 

◯K1

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,518人（－16人） 41,953人（－2人） 45,565人（－14人） 32,628世帯（+22世帯）
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齋藤隆夫 （1870～1949）
出石町出身　弁護士・政治家

1870年　出石町中村に
　　　　生まれる
1891年　21歳　東京専
　　　　門学校（現早稲

田大学）行政科
に入学

1895年　25歳　弁護士
　　　　試験（現司法試

験）に合格
1898年　28歳　弁護士開業
1901年　31歳　エール大学（アメリカ）に

入学
1912年　42歳　衆議院議員に初当選
1920年　50歳　衆議院議員に落選
1924年　54歳　衆議院議員当選（４回目）
1929年　59歳　内務政務次官就任
1931年　61歳　法政局長官就任
1932年　62歳　内務政務次官就任
1936年　66歳　粛軍に関する質問演説を

行う
1940年　70歳　日中戦争の処理に関する

質問演説を行い、衆議院議員を
除名される

1942年　72歳　衆議院議員当選（10回目）
議員勤続25年表彰を受ける

1946年　76歳　国務大臣就任。行政調査
部総裁就任

1949年　79歳　衆議院議員当選（13回目）
10月７日逝去（享年80歳）従三位
に叙し勲一等を授かる

齋藤隆夫と但馬政界
　齋藤は初当選以来、３回連続で当選を果たしましたが、
４回目の選挙で落選しました。金権政治がはびこる中、率
先して普通選挙を唱えた理想主義者の齋藤が落選したこと
に、地元出石の青年たちは憤りを覚えました。
　そのような青年層を中心に組織された出石郡立憲青年党
は、齋藤の応援活動の輪を広めていき、次の衆議院議員当
選への後押しとなりました。青年党が齋藤の援助を訴えた
護憲演説会（出石永楽館劇場）では、当時の交通事情を考え
ると極めて多い千人以上の聴衆が集まりました。
　このとき得た青年層の大きな支持は、齋藤の政治的基盤
を確立する契機となるとともに、但馬の政界に革新をもた
らしました。

粛軍演説
　一切原稿を持たない齋藤の演説には定評がありました。
数日前に庭を歩きながら原稿を暗記し
て演説に臨んだといいます。
　1936年５月に衆議院本会議上におい
て１時間に及ぶ粛軍演説を行い、「軍人
の政治活動は厳禁すべきだ」と糾

きゅう

弾
だん

し、
また1940年２月には日中戦争処理に関
する質問演説の中で「聖戦とは言っても、
それは空虚な偽善である」などと述べ、

軍部を痛烈に批判しました。
このことで、陸軍の反感を
買い、懲罰委員会にかけら
れて衆議院議員を除名処分
となりました。
　しかし、1942年に行われた総選挙ではトップ
当選を果たし、国会に返り咲きました。このよ

うな齋藤の弁舌
は、軍部が台頭
する時代におい
て、危険を顧み
ない大きな武器
となりました。

静
せい

思
し

堂
どう

　 ｜齋藤隆夫記念館（出石町中村） ｜

　齋藤の遺徳をしのぶために建てられた記念館。
　「静思」とは、「むずかしく考えず、静かに思いをめぐらせる」という意味
で、大局から日本を見つめ、自身を見つめることを忘れなかった齋藤の
思想からくるものです。生前に着用していた衣類や、直筆の書道作品な
どゆかりの品が展示されています。

1940年に受けた除名後の感懐
「吾

わ

が言
げん

は、即
すなわ

ち是
こ

れ万
ばん

人
にん

の声
 褒
ほう

貶
へん

毀
き

誉
よ

は世
せ

評
ひょう

に委
まか

す
 請
こ

う看
み

よ百年青
せい

史
し

の上
 正
せい

邪
じゃ

曲
きょく

直
ちょく

、自ずから分明」

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡偉人伝　8

軍国主義に屈しなかった憲政の神様　齋
さ い

藤
と う

　隆
た か

夫
お

▲1936年特別議会
の粛軍演説　　

　（朝日新聞社撮影）

▲

齋
藤
隆
夫
の
直
筆


